
10

　秋田内陸線の上杉駅～米内沢駅間にある道城踏切近
くでは、線路脇に鮮やかな紫とピンクのコスモスが広
がり、乗客の目を喜ばせました。コスモス畑は、沿線
に住む今泉健一郎さん（道城）が、５年以上前から自
宅裏の畑に植えて増やしてきたものです。市内外から
多くの写真愛好家が訪れ、秋の訪れを告げるコスモス
と列車を写真に収めていました。～合川・道城踏切付近～～合川・道城踏切付近～

内陸線沿線に広がる

色鮮やかなコスモス

内陸線沿線に広がる

色鮮やかなコスモス

内陸線沿線に広がる

色鮮やかなコスモス

内陸線沿線に広がる

色鮮やかなコスモス
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小さな気付きが大きな発明に小さな気付きが大きな発明に

▲作品を一つ一つ見て回る児童と家族 ▲９月９日に行われた表彰式
　
発
明
工
夫
展
は
、
科
学
や
造
形
技
術
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
創
意
と
工
夫
の
芽

を
育
て
る
た
め
、
市
内
の
児
童
が
夏
休
み

に
製
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集
し
、

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
市
内
の

小
学
校
８
校
か
ら
１
０
６
点
の
応
募
が
あ

り
、
そ
の
う
ち
29
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が

「
皆
さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
気
付
い
て
素
晴
ら
し

い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

夏
休
み
中
、
自
分
で
考
え
気
が
付
い
て
頑

張
っ
て
作
っ
て
く
れ
た
と
思
う
。
発
明
は

決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
小
さ
な

気
付
き
が
大
き
な
発
明
に
つ
な
が
る
。
そ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
佐
藤
教
育
長
が
「
私
た
ち
は

生
活
し
て
い
る
と
、
こ
ん
な
物
が
あ
っ
た

ら
便
利
だ
な
、
楽
し
く
な
る
ね
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
皆
さ
ん
は
考
え
た
こ
と

を
自
分
で
や
っ
て
み
た
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
表
彰
が
行
わ
れ
、
市
長
賞
、

議
長
賞
、
教
育
長
賞
、
学
校
教
育
課
長
賞
、

審
査
委
員
長
賞
の
特
別
賞
５
点
、
金
賞
８

点
、
銀
賞
16
点
の
入
賞
者
一
人
一
人
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
嶋
田
美
香
審
査
委
員
長
（
鷹
巣
小
学
校

校
長
）
は
、
特
別
賞
を
受
賞
し
た
５
人
の

作
品
に
つ
い
て
、
審
査
員
か
ら
の
講
評
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
「
審
査
で
は
、
ア
イ

デ
ア
が
形
に
な
っ
て
い
る
か
、
使
い
や
す

い
か
を
慎
重
に
審
査
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
雑
誌
な
ど
で
、
発
明
工
夫
や
自

由
研
究
の
例
は
数
多
く
あ
る
が
、
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
た
違
う

と
思
う
。
来
年
も
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
第
13
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
が
、
９
月
９
日
・
10
日
に
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
や
創
造
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
９
日
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し
た
子
ど
も
た
ち

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

北
秋
田
市
発
明
工
夫
展

第13回
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特別賞受賞作品の講評と各賞の入賞者

金
賞

　
戸
澤　
小
春
さ
ん（
鷹
巣
小
１
年
）

　
岩
本　
大
貴
さ
ん（
鷹
巣
南
小
１
年
）

　
畠
山　
煌
菜
さ
ん（
鷹
巣
南
小
１
年
）

　
中
嶋　
真
滉
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
２
年
）

　
金
野　
駿
生
さ
ん（
鷹
巣
小
３
年
）

　
金
野　
赳
大
さ
ん（
鷹
巣
小
５
年
）

　
佐
藤　
尚
貴
さ
ん（
綴
子
小
５
年
）

　
庄
司　
　
凜
さ
ん（
米
内
沢
小
５
年
）

銀
賞

　
原
田　
泰
来
さ
ん（
鷹
巣
小
１
年
）

　
森
澤　
　
錬
さ
ん（
米
内
沢
小
１
年
）

　
吉
田　
風
香
さ
ん（
米
内
沢
小
１
年
）

　
成
田　
透
理
さ
ん（
鷹
巣
小
２
年
）

　
菊
地
咲
貴
子
さ
ん（
鷹
巣
小
２
年
）

　
田
村　
直
紀
さ
ん（
鷹
巣
東
小
２
年
）

　
和
田　
聖
翔
さ
ん（
鷹
巣
小
３
年
）

　
三
浦　
杏
菜
さ
ん（
綴
子
小
３
年
）

　
小
塚　
柊
汰
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
３
年
）

　
明
石　
慶
吾
さ
ん（
鷹
巣
南
小
３
年
）

　
佐
藤　
結
奈
さ
ん（
鷹
巣
南
小
３
年
）

　
安
東
優
希
也
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
４
年
）

　
土
佐
大
志
楼
さ
ん（
米
内
沢
小
４
年
）

　
武
藤　
羽
皇
さ
ん（
綴
子
小
５
年
）

　
福
田　
美
空
さ
ん（
鷹
巣
中
央
小
５
年
）

　
簾
内　
咲
磨
さ
ん（
鷹
巣
小
６
年
）

た
い 

ら

あ
ん 

な

こ　
な

け
い 

ご

さ
く 

ま

ま
さ
ひ
ろ

し
ゅ
ん
き

た
け
ひ
ろ

た
い 

き

こ 

は
る

な
お 

きり
ん

れ
ん

ふ
う 

か

と
お 

り

さ  

き  

こ
な
お 

き

き
り 

と

し
ゅ
う
た

ゆ　
な

ゆ  

き  

や

だ
い 

し 

ろ
う

ね 

お
ん

み　
く

◆審査委員長賞 
作品名　地球にやさしい空き缶洗浄機
作　者　木村尚太郎さん（合川小５年）

◆市長賞 
作品名　消しわすれチェックボード
作　者　津谷　珀翔さん（鷹巣東小４年）

講評：一人暮らしのおばあさんを心配したチェックボックスのアイデアが
素晴らしい。帰宅したら鍵が収納され、外出の時にはチェックが完了して
はじめて鍵が出てくる仕組みもよく考えられています。大事なことを３つ
に絞ってお年寄りにわかりやすく、見やすい絵や文字で描いています。

講評：水の流れる力が水車を回すことによって発
電する様子を、身の周りにある材料を使って再現
することができました。水車の回転の力を自転車
の発電機につない
で、発電する様子
をＬＥＤの点滅で
確かめることがで
きるのは、よい工
夫ですね。

◆議長賞 
作品名　水車
作　者　齋藤　謙心さん（鷹巣南小３年）

◆学校教育課長賞 
作品名　カラフルワニのくつあらい
作　者　松尾　航佑さん（鷹巣東小４年）

◆教育長賞 
作品名　春夏秋冬田んぼアート
作　者　三沢　星南さん（鷹巣小３年）

講評：秋田内陸線の車窓から見える美しい田んぼ
アートは何度見ても素晴らしい景色です。その景
色が絵になって順番に見える工夫がされたとても
楽しい作品です。
風景と列車の窓が
連動しているので
列車に乗っている
気分を味わうこと
もできます。

講評：汚れやすいズックを一度にゴシゴシきれい
に洗えるよう、ブラシを折り曲げて複数個取り付
けた工夫が素晴らしい。身近な靴ホルダーやブラ
シを使った材料選
びのアイデアもよ
かったです。表面
にワニの形をデザ
インして楽しくお
手伝いできます。

講評：飲み終えた空き缶をリサイクルするために
洗う時、水を無駄にせず雨水や風呂の残り湯を活
用したい、５個の缶を一気に洗いたいという発想
がよい。水漏れし
ないようコーキン
グしたことやホー
スのジョイント部
品を見つけたこと
もよかったです。

はくと

けんしん

こうゆう しょうたろう

せ  な
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秋田県消防協会大館北秋田支部総合防災訓練秋田県消防協会大館北秋田支部総合防災訓練
有事に備え本番さながらに有事に備え本番さながらに

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

合
防
災
訓
練
が
、
８
月
27
日
に
鷹
巣
地
区

一
円
お
よ
び
北
秋
田
市
民
病
院
で
実
施
さ

れ
、
地
域
住
民
や
消
防
団
員
、
関
係
団
体

な
ど
約
４
０
０
人
が
参
加
し
、
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
や
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
な
ど

が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
の
連
携
で
火
災
を
鎮
圧

　
花
園
町・宮
前
町・東
横
町
で
は
、
地
区

一
帯
で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

た
「
大
規
模
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
」
を
実
施
。

通
報
、
初
期
消
火
を
行
っ
た
ほ
か
、
ポ
ン

プ
車
な
ど
15
台
の
消
防
車
が
地
区
内
に
配

置
さ
れ
、
各
消
防
団
が
連
携
し
て
、
水
幕

ホ
ー
ス
か
ら
放
水
し
、
延
焼
を
く
い
止
め

た
ほ
か
、
複
数
の
火
元
に
一
斉
放
水
し
、

大
規
模
火
災
を
鎮
圧
し
ま
し
た
。

　
住
民
が
協
力
し
て
避
難
所
運
営

　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
は
、
避
難
所

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
町
内
会
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
役

割
を
分
担
し
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
避

難
所
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
多

目
的
ホ
ー
ル
の
一
角
で
は
住
民
が
協
力
し

て
、
段
ボ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
避
難
者

の
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
設
営
し
、
支
援
物
資

の
搬
入
を
行
う
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
秋
田
市
民
病
院
で
は
災
害
医

療
救
護
訓
練
が
、
市
建
設
課
作
業
場
（
高

村
岱
）
で
は
土
砂
災
害
救
出
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

１ 大規模火災防ぎょ訓練　２ 段ボールで居住スペースを設営　３ 避難者の受付　４ 救護所を開設
５ 災害伝言ダイヤル体験　６ 火災時の煙体験　７ 災害医療救護訓練　８ 土砂災害救出訓練

６ ７ ８

２１

５３ ４
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ショーンの「私が見た北秋田」／きらっとヒカル北秋田の企業

★

　私たちの会社は合川地区にある、腕時計部品の
製造会社で、親会社はシチズン時計マニュファク
チャリング株式会社（本社：埼玉県所沢市）です。
主には腕時計の中に入っているカレンダー部品の
組立、印刷工程が主流で、精密かつ繊細な作業を
従業員一体で日夜努力しています。

　入社して 4ヶ月。まだ
まだ未熟ですが腕時計部品
の生産を担当しています。
覚える事がたくさんあり充
実した日々を送っていま
す。早く一人前になり、会
社の力になれるように、今
後も頑張っていきます。

合川精密株式会社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市川井字松石殿 1-343
◆主な事業　腕時計部品製造（カレンダー組立・印刷）
◆従業員数　44人
◆電話番号　0186-78-4177

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

佐藤 菜々子さん（18）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.６

　会社設立は1988年ですので、来年で30年を迎
えます。若い従業員も多く、日々活気に満ち溢れ
た生産活動を行い、お客様からの信頼確保、地域
に密着した会社運営、また地球環境に優しい企業
活動をグループ会社全体で取り組んでいます。

若手社員
の声

若手社員
の声

自動印刷工程 手動印刷工程

　８月に新しいＡＬＴ（外国語指導助手）３人が、
北秋田市に着任し歓迎しました。市民の皆さん
とお会いする機会はあったでしょうか？私も８
月で、北秋田市に住んで８年目に入りました。
　今回の写真は、私が北秋田に住んで１年目の
秋に、北欧の杜でフリスビーゴルフを楽しんで
いる姿です。こ
の写真を撮って
くれたのは、鷹
巣中学校に勤務
していた先輩の
ＡＬＴ。彼から
この地域のこと

について、いろいろと教わったことが印象深く
思い出として残っています。その先輩から紹介
してもらった、北欧の杜で開かれた運動会の二
人三脚競技に、２人で出場して１位になったこ
ともありました！（ちゃんと競争相手がたくさ
んいましたよ！）
　先輩は数年前に帰国しましたが、今でも連絡
を取り合っていて、北秋田の魅力を懐かしく振
り返ってくれます。今度は私が先輩として、北
秋田のいいところを、新しいＡＬＴにたくさん
紹介したいです。いずれ帰国する方が多いと思
われますので、きっと世界に北秋田が羽ばたく
…！（今回はたまたま、皆がアメリカ出身なので、
まぁ、せめてアメリカで羽ばたきますかね！）

「北秋田の先輩」
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９月定例議会行政報告（その１）

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
29
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
業
程
度
一
般
行
政
職
及
び
建
築
士
、
保

育
士
あ
わ
せ
て
29
人
の
応
募
が
あ
り
、
７

月
23
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
で
第
１
次
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
卒

業
程
度
一
般
行
政
職
及
び
消
防
吏
員
に
は
、

あ
わ
せ
て
24
人
の
応
募
が
あ
り
、
第
１
次

試
験
は
９
月
17
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
22
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
床
下

浸
水
５
棟
、
田
畑
の
冠
水
１
３
０
・
55
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ほ
か
、
道
路
や
農
地
・
農
業

用
施
設
、
林
道
な
ど
計
66
箇
所
に
被
害
が

あ
り
、
被
害
額
は
約
１
億
６
５
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
警
戒
部
を
設
置

し
被
害
情
報
の
収
集
等
に
努
め
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
か
ら
の
大
雨
で
は
、
市
内
の

広
い
範
囲
で
時
間
雨
量
が
30
ミ
リ
を
越
え
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
る
と
と

も
に
、
累
加
雨
量
も
最
大
で
１
８
４
ミ
リ

を
記
録
し
ま
し
た
。
夜
半
に
は
一
部
河
川

で
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
る
な
ど
、
被
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
見
込
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

森
吉
地
区
の
一
部
地
域
と
阿
仁
地
区
の
全

域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
避
難

者
は
、
51
世
帯
85
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
道
路
や
農
地
、
農
業
用
施
設
等
の
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

合
防
災
訓
練
が
、
８
月
27
日
に
鷹
巣
地
区

一
円
及
び
北
秋
田
市
民
病
院
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

の
発
生
を
想
定
し
た
火
災
防
御
訓
練
や
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
防
災
関

係
機
関
の
災
害
対
応
力
の
強
化
と
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　
第
２
回
北
秋
田
市
総
合
戦
略
検
証
会
議

を
、
７
月
３
日
に
開
催
し
、
委
員
か
ら
活

発
な
質
疑
や
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
大
相
談
会
が
、
７

月
23
日
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
市
の
相

談
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
７
組
８
人

の
相
談
者
が
訪
れ
、
農
林
業
の
仕
事
等
の

情
報
提
供
を
通
じ
、
移
住
先
と
し
て
検
討

し
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し
ま
し
た
。

　
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
、
８
月
1
日
か
ら
５
日
の
日
程

で
開
催
し
、
人
口
減
少
対
策
を
テ
ー
マ
に

関
連
す
る
市
の
取
り
組
み
を
説
明
し
な
が

ら
、
懇
談
形
式
に
よ
り
来
場
者
と
様
々
な

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
８
月
21
日
に
開
催
し
、
生
活

交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
及
び
昨
年
10
月

よ
り
実
証
運
行
を
開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
市
民
病
院
西
線
の
本
格
運
行
へ
の

移
行
等
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

総
会
が
、
７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
「
内
陸

線
を
活
用
し
た
観
光
客
の
誘
致
促
進
事

業
」
や
「
内
陸
線
の
利
活
用
事
業
」
等
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
提
案
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
仙
北
市
と
統
一
し

た
「
秋
田
犬
と
四
季
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

沿
線
４
か
所
で
制
作
し
、
本
市
で
は
、
平

里
・
小
渕
地
区
で
制
作
し
ま
し
た
。
小
ケ

田
地
区
で
は
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
と
い
う

文
字
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
58
件
、
契
約
額
は
13
億
５
１
４
５ 

万
９
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
29
年
度
の
当
初
調
定
状
況
は
、
市

民
税
の
納
税
義
務
者
数
が
１
万
４
５
０
８

人
で
、課
税
額
は
９
億
４
９
４
９
万
４
２

０
０
円
で
す
。国
民
健
康
保
険
税
は
、
課

税
世
帯
が
５
１
７
７
世
帯
で
、課
税
額
は

５
億
７
６
３
０
万
４
５
０
０
円
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課　

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
建
設
工
事
の
進
捗

率
は
、
７
月
末
で
57
・
８
％
で
す
。
第
５

回
運
転
管
理
事
業
事
業
者
選
定
委
員
会
を

７
月
27
日
に
開
催
し
、
最
優
秀
提
案
者
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
２

回
の
審
査
委
員
会
で
５
団
体
が
採
択
さ
れ
、

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
綴
子
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
る
「
ル
ー
ト
７
目
覚

ま
し
大
作
戦
」
が
、
８
月
１
日
に
道
の
駅

た
か
の
す
付
近
の
国
道
７
号
で
行
わ
れ
、

北
秋
田
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
、

通
行
車
両
の
運
転
手
に
啓
発
品
を
手
渡
し
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

７
月
８
日
の
米
代
川
花
火
大
会
の
会
場
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
７
月
26
日
に

は
文
化
会
館
で
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
へ
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
を
訴
え
る
市
民
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
、
８
月
19

日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
戦
後

72
年
を
経
て
恒
久
平
和
の
誓
い
の
も
と
、

関
係
者
並
び
に
遺
族
約
２
０
０
人
が
参
列

し
、
北
秋
田
市
関
係
戦
没
者
１
７
０
０
人

余
り
の
英
霊
の
遺
徳
を
偲
び
、
黙
と
う
・

献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の

７
月
末
の
申
請
状
況
は
85
％
で
す
。

　
「
第
５
期
北
秋
田
市
障
が
い
者
計
画
、

第
１
期
障
が
い
児
計
画
」
策
定
の
た
め
、

８
月
４
日
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
実
態
に
即
し
た
計
画
と
す
る

た
め
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

今
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
敬
老
式
の
対
象
者
（
75
歳
以
上
）
は
、

８
２
４
７
人
（
７
月
１
日
現
在
）
で
、
う

ち
白
寿
該
当
者
が
19
人
、
米
寿
該
当
者
が

３
１
９
人
、
新
敬
老
者
が
５
０
０
人
で
す
。

敬
老
式
は
、
地
区
婦
人
会
の
協
力
の
も
と

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、
９
月
23
日
の
七

座
、
坊
沢
、
綴
子
、
栄
、
七
日
市
地
区
か

ら
は
じ
ま
り
、
市
内
10
会
場
で
開
催
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

数
は
２
７
８
０
人
（
７
月
末
）
で
、
そ
の

う
ち
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
５
３
２
人
、

認
定
者
数
に
対
す
る
受
給
率
は
91
・
08
％

で
す
。

　
地
元
就
職
支
援
及
び
介
護
職
員
人
材
確

保
を
目
的
と
し
て
、
高
校
生
を
対
象
と
し

た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
に
は
、
14
人
の

応
募
が
あ
り
、
資
格
取
得
を
目
指
し
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
医
療
健
康
課

　
北
秋
田
市
高
度
医
療
連
携
事
業
は
、
秋

田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
北
秋
田
市
民

病
院
と
の
高
度
医
療
連
携
の
確
立
や
附
属

病
院
で
の
高
度
医
療
を
必
要
す
る
患
者
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
市
民
に
対
し
て
、
大
学
病
院
で
な
け

れ
ば
実
施
で
き
な
い
高
度
先
端
医
療
の
提

供
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
鷹
巣
南
中
学
校
の

３
年
生
９
人
が
参
加
し
「
思
春
期
ふ
れ
あ

い
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
「
食
育

ジ
ュ
ニ
ア
」
を
市
内
３
会
場
で
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
72
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
内
陸
線
を
利
用
し
て
阿
仁
合
駅
周
辺
の

寺
院
巡
る
市
民
ウ
オ
ー
ク
に
、
91
人
が
参

加
し
健
康
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
２
１
７
人
で

前
年
同
期
比
13
人
減
、
外
科
２
４
４
５
人

で
同
２
５
８
人
減
、
歯
科
９
３
０
人
で
同

87
人
の
減
で
す
。
合
川
診
療
所
は
２
２
３

１
人
で
前
年
同
期
比
４
４
０
人
減
で
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
７
１
６
人
で

前
年
同
期
比
１
２
５
人
減
、
小
児
科
３
６

１
人
で
同
43
人
減
、
整
形
外
科
７
８
７
人

で
同
１
１
８
人
減
、
脳
血
管
外
科
２
２
８

人
で
同
24
人
減
、
心
臓
血
管
外
科
34
人
で

同
８
人
の
減
で
す
。

　
平
成
29
年
９
月
定
例
議
会
は
、
9
月
12
日
に
開
会
し
、
10
月
10
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ

た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
14
日
と
15
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
19
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し

た
ほ
か
、
25
日
か
ら
は
、
各
決
算
特
別
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審

査
し
、
10
月
10
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
９
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

▲内陸線の夏の名物として定着した田ん
ぼアート（小渕地区）

▲職員が連携し、情報収集やライフラインの
復旧などに対応した災害対策本部図上訓練
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総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
29
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
業
程
度
一
般
行
政
職
及
び
建
築
士
、
保

育
士
あ
わ
せ
て
29
人
の
応
募
が
あ
り
、
７

月
23
日
に
秋
田
市
文
化
会
館
で
第
１
次
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
校
卒

業
程
度
一
般
行
政
職
及
び
消
防
吏
員
に
は
、

あ
わ
せ
て
24
人
の
応
募
が
あ
り
、
第
１
次

試
験
は
９
月
17
日
に
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
22
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
、
床
下

浸
水
５
棟
、
田
畑
の
冠
水
１
３
０
・
55
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
ほ
か
、
道
路
や
農
地
・
農
業

用
施
設
、
林
道
な
ど
計
66
箇
所
に
被
害
が

あ
り
、
被
害
額
は
約
１
億
６
５
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
警
戒
部
を
設
置

し
被
害
情
報
の
収
集
等
に
努
め
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
か
ら
の
大
雨
で
は
、
市
内
の

広
い
範
囲
で
時
間
雨
量
が
30
ミ
リ
を
越
え
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
る
と
と

も
に
、
累
加
雨
量
も
最
大
で
１
８
４
ミ
リ

を
記
録
し
ま
し
た
。
夜
半
に
は
一
部
河
川

で
氾
濫
注
意
水
位
を
超
え
る
な
ど
、
被
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
見
込
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

森
吉
地
区
の
一
部
地
域
と
阿
仁
地
区
の
全

域
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し
た
。
避
難

者
は
、
51
世
帯
85
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
道
路
や
農
地
、
農
業
用
施
設
等
の
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総

合
防
災
訓
練
が
、
８
月
27
日
に
鷹
巣
地
区

一
円
及
び
北
秋
田
市
民
病
院
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
規
模
地
震
に
よ
る
被
害

の
発
生
を
想
定
し
た
火
災
防
御
訓
練
や
避

難
所
開
設
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
防
災
関

係
機
関
の
災
害
対
応
力
の
強
化
と
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

■
総
合
政
策
課

　
第
２
回
北
秋
田
市
総
合
戦
略
検
証
会
議

を
、
７
月
３
日
に
開
催
し
、
委
員
か
ら
活

発
な
質
疑
や
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
北
Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
大
相
談
会
が
、
７

月
23
日
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
市
の
相

談
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
７
組
８
人

の
相
談
者
が
訪
れ
、
農
林
業
の
仕
事
等
の

情
報
提
供
を
通
じ
、
移
住
先
と
し
て
検
討

し
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し
ま
し
た
。

　
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
を
、
８
月
1
日
か
ら
５
日
の
日
程

で
開
催
し
、
人
口
減
少
対
策
を
テ
ー
マ
に

関
連
す
る
市
の
取
り
組
み
を
説
明
し
な
が

ら
、
懇
談
形
式
に
よ
り
来
場
者
と
様
々
な

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
８
月
21
日
に
開
催
し
、
生
活

交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
及
び
昨
年
10
月

よ
り
実
証
運
行
を
開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
市
民
病
院
西
線
の
本
格
運
行
へ
の

移
行
等
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

総
会
が
、
７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
「
内
陸

線
を
活
用
し
た
観
光
客
の
誘
致
促
進
事

業
」
や
「
内
陸
線
の
利
活
用
事
業
」
等
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
提
案
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
仙
北
市
と
統
一
し

た
「
秋
田
犬
と
四
季
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

沿
線
４
か
所
で
制
作
し
、
本
市
で
は
、
平

里
・
小
渕
地
区
で
制
作
し
ま
し
た
。
小
ケ

田
地
区
で
は
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」
と
い
う

文
字
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
29
年
５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
58
件
、
契
約
額
は
13
億
５
１
４
５ 

万
９
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
29
年
度
の
当
初
調
定
状
況
は
、
市

民
税
の
納
税
義
務
者
数
が
１
万
４
５
０
８

人
で
、課
税
額
は
９
億
４
９
４
９
万
４
２

０
０
円
で
す
。国
民
健
康
保
険
税
は
、
課

税
世
帯
が
５
１
７
７
世
帯
で
、課
税
額
は

５
億
７
６
３
０
万
４
５
０
０
円
で
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課
　

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
建
設
工
事
の
進
捗

率
は
、
７
月
末
で
57
・
８
％
で
す
。
第
５

回
運
転
管
理
事
業
事
業
者
選
定
委
員
会
を

７
月
27
日
に
開
催
し
、
最
優
秀
提
案
者
を

選
定
し
ま
し
た
。

　
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
２

回
の
審
査
委
員
会
で
５
団
体
が
採
択
さ
れ
、

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
綴
子
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
安

全
運
転
を
呼
び
か
け
る
「
ル
ー
ト
７
目
覚

ま
し
大
作
戦
」
が
、
８
月
１
日
に
道
の
駅

た
か
の
す
付
近
の
国
道
７
号
で
行
わ
れ
、

北
秋
田
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
て
、

通
行
車
両
の
運
転
手
に
啓
発
品
を
手
渡
し
、

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課
　

　
第
67
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

７
月
８
日
の
米
代
川
花
火
大
会
の
会
場
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
７
月
26
日
に

は
文
化
会
館
で
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、

家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
へ
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
を
訴
え
る
市
民
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
、
８
月
19

日
に
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
戦
後

72
年
を
経
て
恒
久
平
和
の
誓
い
の
も
と
、

関
係
者
並
び
に
遺
族
約
２
０
０
人
が
参
列

し
、
北
秋
田
市
関
係
戦
没
者
１
７
０
０
人

余
り
の
英
霊
の
遺
徳
を
偲
び
、
黙
と
う
・

献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の

７
月
末
の
申
請
状
況
は
85
％
で
す
。

　
「
第
５
期
北
秋
田
市
障
が
い
者
計
画
、

第
１
期
障
が
い
児
計
画
」
策
定
の
た
め
、

８
月
４
日
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
実
態
に
即
し
た
計
画
と
す
る

た
め
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

今
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
敬
老
式
の
対
象
者
（
75
歳
以
上
）
は
、

８
２
４
７
人
（
７
月
１
日
現
在
）
で
、
う

ち
白
寿
該
当
者
が
19
人
、
米
寿
該
当
者
が

３
１
９
人
、
新
敬
老
者
が
５
０
０
人
で
す
。

敬
老
式
は
、
地
区
婦
人
会
の
協
力
の
も
と

で
準
備
を
進
め
て
お
り
、
９
月
23
日
の
七

座
、
坊
沢
、
綴
子
、
栄
、
七
日
市
地
区
か

ら
は
じ
ま
り
、
市
内
10
会
場
で
開
催
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

数
は
２
７
８
０
人
（
７
月
末
）
で
、
そ
の

う
ち
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
５
３
２
人
、

認
定
者
数
に
対
す
る
受
給
率
は
91
・
08
％

で
す
。

　
地
元
就
職
支
援
及
び
介
護
職
員
人
材
確

保
を
目
的
と
し
て
、
高
校
生
を
対
象
と
し

た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
に
は
、
14
人
の

応
募
が
あ
り
、
資
格
取
得
を
目
指
し
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
医
療
健
康
課

　
北
秋
田
市
高
度
医
療
連
携
事
業
は
、
秋

田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
北
秋
田
市
民

病
院
と
の
高
度
医
療
連
携
の
確
立
や
附
属

病
院
で
の
高
度
医
療
を
必
要
す
る
患
者
の

受
け
入
れ
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
市
民
に
対
し
て
、
大
学
病
院
で
な
け

れ
ば
実
施
で
き
な
い
高
度
先
端
医
療
の
提

供
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
鷹
巣
南
中
学
校
の

３
年
生
９
人
が
参
加
し
「
思
春
期
ふ
れ
あ

い
体
験
学
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
を
対
象
と
し
た
「
食
育

ジ
ュ
ニ
ア
」
を
市
内
３
会
場
で
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
72
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
内
陸
線
を
利
用
し
て
阿
仁
合
駅
周
辺
の

寺
院
巡
る
市
民
ウ
オ
ー
ク
に
、
91
人
が
参

加
し
健
康
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
２
１
７
人
で

前
年
同
期
比
13
人
減
、
外
科
２
４
４
５
人

で
同
２
５
８
人
減
、
歯
科
９
３
０
人
で
同

87
人
の
減
で
す
。
合
川
診
療
所
は
２
２
３

１
人
で
前
年
同
期
比
４
４
０
人
減
で
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
７
１
６
人
で

前
年
同
期
比
１
２
５
人
減
、
小
児
科
３
６

１
人
で
同
43
人
減
、
整
形
外
科
７
８
７
人

で
同
１
１
８
人
減
、
脳
血
管
外
科
２
２
８

人
で
同
24
人
減
、
心
臓
血
管
外
科
34
人
で

同
８
人
の
減
で
す
。

▲黙とうや献花で追悼の誠を捧げ、恒久
平和を祈念した戦没者追悼式

▲阿仁合駅周辺の寺院巡りを楽しみなが
ら健康増進を図った市民ウオーク
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産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
順
調
に
生
育
が
進
み

例
年
と
同
時
期
に
出
穂
し
て
い
ま
す
が
、

い
も
ち
病
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
カ
メ
ム

シ
被
害
に
よ
る
斑
点
米
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
、
防
除
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
園
芸
メ
ガ
団
地
は
、
鷹
巣
地
区
の
枝
豆

選
果
施
設
が
完
成
し
、
収
穫
・
選
果
・
出

荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
川
地
区
で

は
露
地
き
ゅ
う
り
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
16
日
、
22
日
か
ら
23
日
、
８
月
24

日
か
ら
25
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
、

農
地
の
冠
水
が
約
１
９
３
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
農
地
の
崩
壊
等
が
16
か
所
、
道
水
路

等
の
被
害
が
25
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
繰
越
工

事
雨
降
沢
線
１
件
２
か
所
の
工
事
が
完
成

し
、
通
行
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
22
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

は
、
25
路
線
38
か
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
大
き
く
路
肩
が
決
壊
し
た
４
路
線

５
か
所
は
補
助
災
害
に
申
請
し
、
残
り
の

21
路
線
33
か
所
は
、
主
に
路
面
洗
掘
で
あ

る
た
め
、
林
道
維
持
管
理
業
務
と
し
て
通

行
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
事
業
（
慶
祝
森
林

自
然
公
園
）
は
、
12
月
の
工
事
完
成
に
向

け
て
安
全
面
に
注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
が
24
件
、

被
害
額
が
約
30
万
円
の
ほ
か
人
的
被
害
も

１
件
あ
り
、
こ
れ
か
ら
熊
の
活
動
が
休
止

す
る
ま
で
農
作
物
被
害
に
対
す
る
駆
除
及

び
人
的
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
商
業
振
興
子
育
て
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
８
月
４
日
か
ら
販
売
し
、
商
業
支

援
と
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化
推
進
事
業

の
審
査
会
を
開
催
し
、
３
事
業
所
が
採
択

と
な
り
、
新
た
な
特
産
品
開
発
や
既
存
商

品
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
合
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
保

育
園
児
や
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
に
よ

る
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
の
日
５
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
」
や
新
山
詩
織
さ
ん
の

「
Ｆ
Ｍ
秋
田
公
開
録
音
」、
地
元
有
志
に
よ

る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

フ
ェ
ス
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来

場
者
に
よ
り
、
に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
東
京

都
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

振
興
組
合
主
催
の
「
第
７
回
大
山
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
市
の
観
光
や

特
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
研
究
事
業
や
地

域
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
３
周
年
記
念

と
し
て
、
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

ヒ
グ
マ
の
え
さ
隠
し
や
子
ぐ
ま
の
手
形
工

作
体
験
な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
実
施
し
、

多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
長
が
知
事
や
県
内
自
治
体
の
首
長
と

と
も
に
台
湾
を
訪
問
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
ま
し
た
。Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
と
も
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
エ
リ
ア

内
の
観
光
資
源
と
関
連
の
あ
る
施
設
等
へ

の
視
察
や
現
地
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
単
独
で
は
、

中
華
民
国
滑
雪
滑
草
協
会
（
台
湾
ス
キ
ー

協
会
）
を
訪
問
し
、
冬
季
誘
客
促
進
を
図

る
た
め
ス
キ
ー
場
や
樹
氷
な
ど
雪
国
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
は
、
10
月
中
旬

の
完
成
に
向
け
、
建
築
本
体
工
事（
４
戸
）

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
排
水
維
持
工
事
は
、
大
町
七
曲
線
ほ
か

２
件
が
完
成
。
舗
装
維
持
工
事
は
、
鷹
巣

〜
前
山
線
ほ
か
１
件
を
発
注
、
脇
神
舟
場

線
ほ
か
３
件
が
完
成
。
交
通
安
全
施
設
工

事
は
、
東
川
向
線
を
発
注
し
完
成
。
道
路

維
持
工
事
は
、
小
様
三
枚
線
ほ
か
１
件
が

完
成
。
道
路
改
良
工
事
は
、
元
７
号
坊
沢

線
を
発
注
、
小
学
校
〜
小
中
岱
線
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
は
、
橋
梁
補

修
工
事
（
杉
苗
岱
橋
）
ほ
か
６
件
を
発
注
。

橋
梁
維
持
工
事
は
、
五
味
堀
橋
が
完
成
。

道
路・橋
梁
等
防
災
対
策
事
業
は
、坊
沢
大

橋
の
設
計
を
発
注
。河
川
維
持
工
事
は
、東

又
川
を
発
注
、
造
坂
川
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
新
鷹
巣
浄
水
場
等
実

施
設
計
業
務
委
託
・
元
町
地
区
老
朽
管
更

新
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

陣
場
岱
地
区
漏
水
管
切
替
緊
急
工
事
・
坊

沢
簡
易
水
道
浄
水
場
フ
ェ
ン
ス
取
替
工
事

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
桂
瀬
増
圧
ポ
ン
プ
場
建
設

他
工
事
及
び
赤
坂
配
水
場
改
良
工
事
、
そ

れ
ら
の
設
計
・
監
理
業
務
及
び
補
助
金
申

請
・
実
績
報
告
業
務
委
託
を
発
注
し
、
平

成
30
年
１
月
の
事
業
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
５
月
25
日
か
ら
８
月
17
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
場
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
建
物
火
災
1
件
、
そ
の
他
火
災
１
件
が

発
生
。
救
急
出
場
件
数
は
３
３
７
件
で
、

種
別
で
は
急
病
２
４
５
件
、
一
般
負
傷
34

件
、
交
通
事
故
17
件
で
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
４
人
の
傷
病
者
を

搬
送
し
ま
し
た
。
救
助
出
場
は
11
件
で
、

２
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
捜
索

救
助
出
場
は
１
件
発
生
し
、
生
存
発
見
し

て
い
ま
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
催
及
び
危
険
物

安
全
週
間
の
全
国
展
開
に
伴
い
、
管
内
の

宿
泊
施
設
及
び
観
光
拠
点
と
な
る
施
設
並

び
に
危
険
物
施
設
の
特
別
査
察
を
実
施
し
、

不
備
事
項
の
改
善
指
導
を
行
う
な
ど
防
火

安
全
対
策
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

　
管
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
は
、
84
・
７
％（
６
月
1
日
現
在
）で
す
。

■
非
常
備
消
防

　
北
秋
田
市
消
防
訓
練
大
会
が
、
７
月
９

日
に
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
車

操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
各
部
で
日
頃

の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

出
場
し
た
各
部
２
隊
が
、
秋
田
県
消
防
協

会
大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
東
北
水
防
技
術

競
技
大
会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
北
秋
田
市
消
防
団
が
高
い
水
防
技
術

を
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
長
よ
り
奨
励
賞
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
教
育
留
学
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
留
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

首
都
圏
を
中
心
に
小
学
生
29
人
が
参
加
し
、

合
川
小
学
校
の
児
童
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
た
り
、
野
外
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
鷹
巣
南
小
学
校
プ
ー
ル
塗
装
工
事
ほ
か

６
件
の
維
持
補
修
工
事
が
完
成
。
綴
子
小

学
校
暖
房
設
備
改
修
工
事
ほ
か
２
件
の
工

事
を
発
注
し
て
学
校
施
設
・
設
備
へ
の
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
多
発
す
る
熊
出
没
情
報
を
受
け
、
警
察

署
と
猟
友
会
に
よ
る
「
熊
対
応
教
室
」
が

全
小
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
い
じ
め
ゼ

ロ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
各
小
中
学
校
の

代
表
児
童
生
徒
が
、
い
じ
め
根
絶
に
向

け
て
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
北
秋
田
市
国
立
市
交
流
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
国
立
市
で
行
わ
れ
た
「
国
立
ま

と
火
」
に
小
中
学
生
を
含
む
32
人
が
参
加

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
合
川
太
鼓
保
存

会
が
、
ま
と
火
を
背
景
に
勇
壮
な
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
南
小
学
校
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
、
児
童
51
人
と
地
域
住
民
約
１
４
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
校
が
避
難
場
所

と
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
炊
き
出
し

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
営
、
宿
泊
な

ど
行
い
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
が
８
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
縄

文
館
で
ガ
イ
ド
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
来

場
者
か
ら
は
、
詳
し
い
説
明
に
感
心
と
激

励
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
成
人
式
を
文
化
会
館
で
開
催

し
、
該
当
者
３
０
９
人
の
う
ち
２
４
２
人

が
出
席
し
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
を
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
市
内
４
団
体
の

ほ
か
、
能
代
市
か
ら
富
根
報
徳
番
楽
保
存

会
が
出
演
し
、
約
３
０
０
人
の
観
客
が
多

彩
な
演
目
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
２
回
北
秋
田
市
な
わ
と
び
大
会
が
行

わ
れ
、
33
人
の
児
童
が
長
く
跳
び
続
け
る

た
め
自
分
と
の
戦
い
に
挑
み
ま
し
た
。

９
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(2)

▲夏休み中の多彩なイベントにたくさんの人
が来場したくまくま園
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９月定例議会行政報告（その２）

　
　
産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
順
調
に
生
育
が
進
み

例
年
と
同
時
期
に
出
穂
し
て
い
ま
す
が
、

い
も
ち
病
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
カ
メ
ム

シ
被
害
に
よ
る
斑
点
米
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
、
防
除
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
園
芸
メ
ガ
団
地
は
、
鷹
巣
地
区
の
枝
豆

選
果
施
設
が
完
成
し
、
収
穫
・
選
果
・
出

荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
合
川
地
区
で

は
露
地
き
ゅ
う
り
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
16
日
、
22
日
か
ら
23
日
、
８
月
24

日
か
ら
25
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
、

農
地
の
冠
水
が
約
１
９
３
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
農
地
の
崩
壊
等
が
16
か
所
、
道
水
路

等
の
被
害
が
25
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
繰
越
工

事
雨
降
沢
線
１
件
２
か
所
の
工
事
が
完
成

し
、
通
行
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
22
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況

は
、
25
路
線
38
か
所
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
う
ち
大
き
く
路
肩
が
決
壊
し
た
４
路
線

５
か
所
は
補
助
災
害
に
申
請
し
、
残
り
の

21
路
線
33
か
所
は
、
主
に
路
面
洗
掘
で
あ

る
た
め
、
林
道
維
持
管
理
業
務
と
し
て
通

行
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
事
業
（
慶
祝
森
林

自
然
公
園
）
は
、
12
月
の
工
事
完
成
に
向

け
て
安
全
面
に
注
意
し
な
が
ら
進
め
て
い

ま
す
。

　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
が
24
件
、

被
害
額
が
約
30
万
円
の
ほ
か
人
的
被
害
も

１
件
あ
り
、
こ
れ
か
ら
熊
の
活
動
が
休
止

す
る
ま
で
農
作
物
被
害
に
対
す
る
駆
除
及

び
人
的
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
商
業
振
興
子
育
て
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
８
月
４
日
か
ら
販
売
し
、
商
業
支

援
と
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
提
案
公
募
型
特
産
品
活
性
化
推
進
事
業

の
審
査
会
を
開
催
し
、
３
事
業
所
が
採
択

と
な
り
、
新
た
な
特
産
品
開
発
や
既
存
商

品
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
合
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
保

育
園
児
や
秋
田
北
鷹
高
校
の
生
徒
に
よ

る
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
の
日
５
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
」
や
新
山
詩
織
さ
ん
の

「
Ｆ
Ｍ
秋
田
公
開
録
音
」、
地
元
有
志
に
よ

る
「
ご
当
地
グ
ル
メ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

フ
ェ
ス
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来

場
者
に
よ
り
、
に
ぎ
や
か
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
東
京

都
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街

振
興
組
合
主
催
の
「
第
７
回
大
山
ふ
る
さ

と
夏
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
市
の
観
光
や

特
産
品
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
研
究
事
業
や
地

域
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
３
周
年
記
念

と
し
て
、
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

ヒ
グ
マ
の
え
さ
隠
し
や
子
ぐ
ま
の
手
形
工

作
体
験
な
ど
の
多
彩
な
催
し
を
実
施
し
、

多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
長
が
知
事
や
県
内
自
治
体
の
首
長
と

と
も
に
台
湾
を
訪
問
し
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
ま
し
た
。Ｄ
Ｍ
Ｏ「
秋
田
犬
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
と
と
も
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
エ
リ
ア

内
の
観
光
資
源
と
関
連
の
あ
る
施
設
等
へ

の
視
察
や
現
地
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
ほ
か
、
市
単
独
で
は
、

中
華
民
国
滑
雪
滑
草
協
会
（
台
湾
ス
キ
ー

協
会
）
を
訪
問
し
、
冬
季
誘
客
促
進
を
図

る
た
め
ス
キ
ー
場
や
樹
氷
な
ど
雪
国
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
は
、
10
月
中
旬

の
完
成
に
向
け
、
建
築
本
体
工
事（
４
戸
）

に
着
手
し
て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
排
水
維
持
工
事
は
、
大
町
七
曲
線
ほ
か

２
件
が
完
成
。
舗
装
維
持
工
事
は
、
鷹
巣

〜
前
山
線
ほ
か
１
件
を
発
注
、
脇
神
舟
場

線
ほ
か
３
件
が
完
成
。
交
通
安
全
施
設
工

事
は
、
東
川
向
線
を
発
注
し
完
成
。
道
路

維
持
工
事
は
、
小
様
三
枚
線
ほ
か
１
件
が

完
成
。
道
路
改
良
工
事
は
、
元
７
号
坊
沢

線
を
発
注
、
小
学
校
〜
小
中
岱
線
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
は
、
橋
梁
補

修
工
事
（
杉
苗
岱
橋
）
ほ
か
６
件
を
発
注
。

橋
梁
維
持
工
事
は
、
五
味
堀
橋
が
完
成
。

道
路・橋
梁
等
防
災
対
策
事
業
は
、坊
沢
大

橋
の
設
計
を
発
注
。河
川
維
持
工
事
は
、東

又
川
を
発
注
、
造
坂
川
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
新
鷹
巣
浄
水
場
等
実

施
設
計
業
務
委
託
・
元
町
地
区
老
朽
管
更

新
工
事
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

陣
場
岱
地
区
漏
水
管
切
替
緊
急
工
事
・
坊

沢
簡
易
水
道
浄
水
場
フ
ェ
ン
ス
取
替
工
事

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
桂
瀬
増
圧
ポ
ン
プ
場
建
設

他
工
事
及
び
赤
坂
配
水
場
改
良
工
事
、
そ

れ
ら
の
設
計
・
監
理
業
務
及
び
補
助
金
申

請
・
実
績
報
告
業
務
委
託
を
発
注
し
、
平

成
30
年
１
月
の
事
業
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
５
月
25
日
か
ら
８
月
17
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
場
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
建
物
火
災
1
件
、
そ
の
他
火
災
１
件
が

発
生
。
救
急
出
場
件
数
は
３
３
７
件
で
、

種
別
で
は
急
病
２
４
５
件
、
一
般
負
傷
34

件
、
交
通
事
故
17
件
で
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
４
人
の
傷
病
者
を

搬
送
し
ま
し
た
。
救
助
出
場
は
11
件
で
、

２
人
を
救
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
捜
索

救
助
出
場
は
１
件
発
生
し
、
生
存
発
見
し

て
い
ま
す
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
開
催
及
び
危
険
物

安
全
週
間
の
全
国
展
開
に
伴
い
、
管
内
の

宿
泊
施
設
及
び
観
光
拠
点
と
な
る
施
設
並

び
に
危
険
物
施
設
の
特
別
査
察
を
実
施
し
、

不
備
事
項
の
改
善
指
導
を
行
う
な
ど
防
火

安
全
対
策
の
確
立
を
図
り
ま
し
た
。

　
管
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
は
、
84
・
７
％（
６
月
1
日
現
在
）で
す
。

■
非
常
備
消
防

　
北
秋
田
市
消
防
訓
練
大
会
が
、
７
月
９

日
に
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
、
規
律
訓
練
、
ポ
ン
プ
車

操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
各
部
で
日
頃

の
訓
練
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

出
場
し
た
各
部
２
隊
が
、
秋
田
県
消
防
協

会
大
館
北
秋
田
支
部
消
防
訓
練
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　
雄
物
川
総
合
水
防
演
習
東
北
水
防
技
術

競
技
大
会
に
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
北
秋
田
市
消
防
団
が
高
い
水
防
技
術

を
認
め
ら
れ
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
長
よ
り
奨
励
賞
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
教
育
留
学
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、

短
期
チ
ャ
レ
ン
ジ
留
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

首
都
圏
を
中
心
に
小
学
生
29
人
が
参
加
し
、

合
川
小
学
校
の
児
童
と
一
緒
に
授
業
を
受

け
た
り
、
野
外
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
鷹
巣
南
小
学
校
プ
ー
ル
塗
装
工
事
ほ
か

６
件
の
維
持
補
修
工
事
が
完
成
。
綴
子
小

学
校
暖
房
設
備
改
修
工
事
ほ
か
２
件
の
工

事
を
発
注
し
て
学
校
施
設
・
設
備
へ
の
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
多
発
す
る
熊
出
没
情
報
を
受
け
、
警
察

署
と
猟
友
会
に
よ
る
「
熊
対
応
教
室
」
が

全
小
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
「
い
じ
め
ゼ

ロ
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
各
小
中
学
校
の

代
表
児
童
生
徒
が
、
い
じ
め
根
絶
に
向

け
て
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
北
秋
田
市
国
立
市
交
流
プ
ロ
シ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
国
立
市
で
行
わ
れ
た
「
国
立
ま

と
火
」
に
小
中
学
生
を
含
む
32
人
が
参
加

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
合
川
太
鼓
保
存

会
が
、
ま
と
火
を
背
景
に
勇
壮
な
太
鼓
演

奏
を
披
露
し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
鷹
巣
南
小
学
校
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
行

わ
れ
、
児
童
51
人
と
地
域
住
民
約
１
４
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
学
校
が
避
難
場
所

と
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
炊
き
出
し

や
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
営
、
宿
泊
な

ど
行
い
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
が
８
月
５
日
か
ら
20
日
ま
で
縄

文
館
で
ガ
イ
ド
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
来

場
者
か
ら
は
、
詳
し
い
説
明
に
感
心
と
激

励
の
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
成
人
式
を
文
化
会
館
で
開
催

し
、
該
当
者
３
０
９
人
の
う
ち
２
４
２
人

が
出
席
し
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
を
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
市
内
４
団
体
の

ほ
か
、
能
代
市
か
ら
富
根
報
徳
番
楽
保
存

会
が
出
演
し
、
約
３
０
０
人
の
観
客
が
多

彩
な
演
目
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
２
回
北
秋
田
市
な
わ
と
び
大
会
が
行

わ
れ
、
33
人
の
児
童
が
長
く
跳
び
続
け
る

た
め
自
分
と
の
戦
い
に
挑
み
ま
し
た
。 ▲学校と地域が一体となって防災意識を

高めた、鷹巣南小防災キャンプ

▲いじめのない学校づくりのため意見交
流した、いじめゼロサミット

▲市消防団が、日頃の訓練成果を競い
合った北秋田市消防訓練大会
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第17回北秋田市縄文まつり／環境コラム

第
17
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り

縄
文
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
体
験

　
第
17
回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り
が
、
９

月
９
日
に
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
で
開
催
さ
れ
、

来
場
者
が
火
お
こ
し
体
験
や
勾
玉
づ
く
り

な
ど
で
縄
文
の
暮
ら
し
や
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
縄
文
ま
つ
り
は
、
平
成
13
年
に
遺
跡
が

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
や
縄
文
文
化
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
に
も
体
験
学
習
の
場
を
提
供
し
よ
う

と
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
文
化
会
館
等

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
勢
堂
岱

縄
文
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
は
縄
文
館

を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐

藤
善
寿
縄
文
ま
つ
り
実
行
委
員
長
が
「
熊

の
安
全
対
策
と
し
て
、
縄
文
館
の
周
囲
に

電
気
柵
を
設
置
し
た
。
安
全
対
策
へ
の
心

構
え
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
今
日
は

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
縄
文
体
験
青
空
教
室
で
は
、
紙
粘
土
で

土
器
や
土
偶
を
つ
く
る
体
験
が
人
気
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
作
業
に
集
中
し
た
表
情

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
土
器
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
縄
文
料
理
体
験
で
は
、
石
器

を
使
っ
て
鮭
を
切
っ
た
り
、
ド
ン
グ
リ
を

材
料
に
し
た
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い
た
り
し
て
、

縄
文
文
化
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
縄
文
館
近
く
の
土
舞
台
で
行
わ
れ
た
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
３
団
体
が
出
演
。
は

じ
め
に
佐
伯
モ
リ
ヤ
ス
さ
ん
の
壺
打
楽
器

ウ
ド
ゥ
演
奏
と
今
野
日
音
硫
さ
ん
の
ダ
ン

ス
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

唱
歌
を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
が
、
縄
文
衣
装

を
ま
と
っ
て
美
し
い
歌
声
を
披
露
し
た
ほ

か
、
レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
縄

文
踊
り
」
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
い
の
し
し
肉
の
縄
文
大
鍋
」

の
振
る
舞
い
は
、
大
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

盛
況
で
、
来
場
者
は
縄
文
文
化
を
感
じ
る

料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

か
お
る

▲火おこし器を上下に動かすと煙が上がる
火おこし体験

　
木
々
の
葉
も
色
づ
き
始
め
、
黄
金

色
の
稲
穂
が
ま
ぶ
し
い
季
節
、
秋
も

段
々
と
深
ま
り
、
夜
か
ら
朝
方
に
か

け
て
は
冷
え
込
み
を
感
じ
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　
こ
の
時
期
は
放
射
冷
却
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
燃
焼
し
た
煙
が
上
空
に

拡
散
し
に
く
い
状
況
と
な
り
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
影
響
が
出
や
す
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
」
と

呼
ば
れ
、
列
車
が
止
ま
る
な
ど
交
通

機
関
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
秋
田
県
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

11
月
10
日
ま
で
の
間
を
、
稲
わ
ら
焼

き
の
禁
止
期
間
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

稲
わ
ら
は
決
し
て
焼
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
、
本
市
で
は
猫
に
関
す
る
苦

情
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
外
飼
い

し
て
い
る
猫
が
庭
を
荒
ら
し
て
い
る
、

車
に
傷
を
付
け
ら
れ
た
、
部
屋
で
大

繁
殖
し
て
い
て
悪
臭
や
鳴
き
声
が
大

変
だ
…
な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
猫
を
外
飼
い
・
餌
付
け
を
さ

れ
て
い
る
飼
い
主
は
、
自
分
の
猫
が

外
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る

か
知
っ
て
い
ま
す
か
。「
う
ち
の
猫

は
お
と
な
し
い
か
ら
悪
さ
は
し
な

い
」
と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
地

域
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
も

飼
い
主
の
義
務
で
す
。
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
、
猫
の
飼
い
主
は
、

地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、

室
内
飼
い
の
徹
底
や
避
妊
・
去
勢
な

ど
、
し
っ
か
り
と
飼
養
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

環　境
コラム
環　境
コラム
第７回

何
気
な
い
行
動
が
地
域
の

　
　
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も…

何
気
な
い
行
動
が
地
域
の

　
　
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も…

秋のクリーンアップ参加人数

平成26年度
　4,076人

目指せ 5,000 人

平成27年度
　4,202人

平成28年度
　4,514人

平成 29年度　全市クリーンアップは

10月15日（日）

ピックアップ！ピックアップ！
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国立市交流プロジェクト報告会／市長ダイアリー

国
立
市
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

ま
と
火
で
つ
な
が
る
交
流
の
絆

　
北
秋
田
市
・
国
立
市
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
た
合
川
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ

ん
と
合
川
中
学
校
の
生
徒
が
、
８
月
18
日

に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
国
立
市

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
の
成
果
や
交
流
し

た
感
想
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昭
和
54
年
か

ら
旧
合
川
町
と
児
童
交
流
の
あ
っ
た
東
京

都
国
立
市
が
、
伝
統
行
事
「
ま
と
火
」
を

実
演
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
国
立
ま
と
火
」
を

平
成
26
年
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
イ

ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、

国
立
市
の
住
民
や
中
学
生
と
の
交
流
を
通

し
て
、
心
の
絆
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
さ

ら
に
文
化
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
合
川
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
「
合
川
太
鼓
」
と
「
国

立
ま
と
火
」
の
共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
国
立
ま
と
火
」
の
太
鼓
交
流

に
は
合
川
太
鼓
保
存
会
か
ら
小
中
学
生
５

人
を
含
む
16
人
、
ま
と
び
交
流
に
は
中
学

生
６
人
を
含
む
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
で
は
、
合
川
中
の
生
徒

が
国
立
市
の
中
高
生
と
竹
灯
籠
を
作
る
な

ど
、
共
同
作
業
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
合
川
太
鼓
保
存
会
の
松
橋
勝
美
会
長
を

は
じ
め
、
児
童
生
徒
ら
９
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
内
容
や
感
想
を

津
谷
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

松
橋
会
長
は
「
国
立
市
の
天
神
太
鼓
と
の

コ
ラ
ボ
演
奏
で
は
、
幻
想
的
な
火
の
光
と

迫
力
あ
る
演
奏
で
観
客
を
魅
了
す
る
こ
と

が
で
き
、
一
生
の
思
い
出
と
な
っ
た
」
な

ど
と
活
動
の
成
果
を
述
べ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
北
秋
田
市
の
伝
統
文
化

で
あ
る
『
合
川
ま
と
火
』
や
『
合
川
太
鼓
』

を
多
く
の
国
立
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
っ

た
。
国
立
市
と
は
災
害
時
の
応
援
協
定
を

結
ん
で
い
る
が
、
さ
ら
に
交
流
が
深
ま
る

よ
う
な
協
定
を
結
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど

と
交
流
発
展
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

▲国立まと火での交流の様子を津谷市長
に報告

◇
８
月
16
日
〜
９
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

８
月
16
日（
水
）

18
日（
金
）

19
日（
土
）

20
日（
日
）

21
日（
月
）

27
日（
日
）

28
日（
月
）

30
日（
水
）

９
月
1
日（
金
）

３
日（
日
）

４
日（
月
）

９
日（
土
）

10
日（
日
）

11
日（
月
）

12
日（
火
）

14
日（
木
）

15
日（
金
） ▽

第
55
回
阿
仁
の
花
火
大
会（
阿
仁
河
川
公
園
）

▽
秋
田
県
消
費
者
協
会
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
）▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
新
任
あ
い
さ
つ（
本
庁
舎
）▽
国
立
市
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
報
告
会（
本
庁
舎
）▽
国
民
体
育
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
兼
第
44
回
東
北
総
合
体
育
大
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
開
会
式

（
合
川
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）▽
坊
沢
地
区
自
治
会 

市
長
と
語
る
会

（
坊
沢
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
戦
没
者
追
悼
式（
文
化
会
館
）▽
秋
田
県
遺
族
連
合
会
北

秋
田
郡
市
戦
没
者
遺
族
地
方
大
会（
文
化
会
館
）▽
花
輪
ば
や
し
懇
談

会（
鹿
角
市
）

▽
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
〜
25
日
ま
で（
台
湾
）

▽
秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
総
合
防
災
訓
練（
本
庁
舎
ほ
か
）

▽
秋
田
県
医
療
審
議
会
医
療
計
画
部
会（
秋
田
市
）

▽
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
新
庁
舎
披
露
式（
上
小
阿

仁
村
）▽
秋
田
県
林
材
業
団
体
連
絡
協
議
会
通
常
総
会（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
誘
致
企
業
と
の
懇
談
会（
秋
田
市
）

▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
第
24
回
Ｊ
Ａ
ま
つ
り・農
業
者
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
た
か
の
す
フ
ァ
ー
ム
枝
豆
洗
浄
選
別
設
備
竣
工
式（
同
所
）

▽
第
13
回
北
秋
田
市
発
明
工
夫
展
表
彰
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
第
17

回
北
秋
田
市
縄
文
ま
つ
り（
伊
勢
堂
岱
縄
文
館
）

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
開
始
式（
鷹

巣
体
育
館
）▽
第
15
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り（
大
太
鼓
の

館
野
外
ス
テ
ー
ジ
）

▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
表
彰
式
・
終

了
式（
鷹
巣
体
育
館
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

初
日（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）
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▲懐かしの車を見て楽しんだノスタルジッ
クカーフェスタ

往年の名車が集結 ●ノスタルジックカーフェスタ2017in北欧の杜
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１

７
in
北
欧
の
杜
が
、
８
月
27
日
に
県
立
北
欧

の
杜
公
園
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
往
年
の
名
車

が
並
ぶ
会
場
に
は
、
多
く
の
家
族
連
れ
や
名

車
フ
ァ
ン
な
ど
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
事
前
に
申
込
み
の
あ
っ
た
１

１
９
台
の
ほ
か
、
当
日
申
込
み
の
車
も
１
０

０
台
以
上
あ
り
、
昭
和
を
代
表
す
る
国
内
外

の
名
車
が
所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
お
気
に
入
り
の
名
車
を
見
つ

け
て
写
真
を
撮
っ
た
り
、
オ
ー
ナ
ー
と
の
愛

車
談
議
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場

内
に
は
、
馬
肉
煮
込
み
や
枝
豆
な
ど
北
秋
田

の
食
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
た
ほ
か
、
チ
ン
ド
ン
屋
や
よ
さ
こ
い

踊
り
が
会
場
を
盛
り
上
げ
、
来
場
者
は
イ
ベ

ン
ト
を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
秋
田
北
鷹
ケ
イ
ポ
ン
」
を
活
用
し
た
取

り
組
み
が
、
９
月
８
日
に
秋
田
北
鷹
高
校
で

行
わ
れ
、
同
校
生
物
資
源
科
と
家
庭
ク
ラ
ブ

の
生
徒
が
ケ
イ
ポ
ン
の
有
効
活
用
と
商
品
開

発
を
目
的
に
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　
「
秋
田
北
鷹
ケ
イ
ポ
ン
」
と
は
、
去
勢
が

成
功
し
た
比
内
地
鶏
の
オ
ス
の
こ
と
。
去
勢

す
る
こ
と
で
肉
質
が
向
上
し
、
や
わ
ら
か
く

な
り
ま
す
。
昨
年
秋
か
ら
「
雪
中
貯
蔵
乳
酸

発
酵
飼
料
米
」
を
食
べ
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
よ
り
肉
質
が
向
上
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、「
水
炊
き
」や「
塩
が
ま
焼
き
」

「
鶏
油
味
噌
」な
ど
を
作
っ
て
試
食
し
ま
し
た
。

食
べ
た
生
徒
は「
普
通
の
飼
料
で
育
て
た
鶏

よ
り
や
わ
ら
か
い
」「
油
が
軽
く
て
食
べ
や
す

い
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
、
肉
質
が
向
上
し

た
ケ
イ
ポ
ン
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ケイポンを活用した取り組みを行ってい
る同校生物資源科のケイポンクラブの生徒

肉質が向上したケイポンを試食 ●「秋田北鷹ケイポン」を活用した取り組み

　
第
12
回
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
が
、
８

月
20
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

会
場
に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
が
郷
土
色

豊
か
な
伝
統
芸
能
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
北
秋
田
市
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

民
俗
芸
能
な
ど
を
広
く
市
民
に
公
開
す
る
と

と
も
に
、
民
俗
芸
能
伝
承
者
の
意
欲
と
技
量

の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
平
成
18
年
度
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
、
阿
仁
前
田
獅
子
踊
保
存
会
、

福
田
獅
子
舞
保
存
会
、
阿
仁
か
ら
め
節
保
存

会
、
綴
子
下
町
大
太
鼓
保
存
会
の
市
内
４
団

体
と
能
代
市
の
富
根
報
徳
番
楽
保
存
会
の
合

わ
せ
て
５
団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
観
客
は
、
勇
壮
な
演
舞
や
優
雅
な
演
奏
に

大
き
な
拍
手
を
送
り
、
各
地
区
の
芸
能
の

数
々
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

●第12回北秋田市民俗芸能大会

▲市内外の５団体が伝統芸能を披露した民
俗芸能大会

郷土色豊かな伝統芸能を堪能

チ
ー
ユ
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秋
田
内
陸
線
で
プ
ロ
雀
士
と
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
麻
雀
ト
レ
イ

ン
洋
介
号
」
が
、
９
月
11
日
に
同
列
車
内
で

行
わ
れ
、
参
加
者
は
プ
ロ
雀
士
と
の
対
局
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
麻
雀
ト
レ
イ
ン
洋
介
号
」
は
、
北
秋
田

市
を
会
場
に
行
わ
れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋

田
２
０
１
７
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会

の
関
連
行
事
。
鷹
巣
・
阿
仁
合
間
を
ゆ
っ
く

り
と
往
復
す
る
列
車
内
で
、
市
民
12
人
が
参

加
し
、
プ
ロ
雀
士
の
井
出
洋
介
さ
ん
と
綾
瀬

ま
り
さ
ん
と
対
局
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
憧
れ
の
プ
ロ
雀
士
と
の
対
局

に
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
途
中
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
を
眺

め
な
が
ら
、
内
陸
線
で
の
麻
雀
を
満
喫
し
、

参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

▲心地よい列車の揺れを感じながら、井出洋
介プロ（中央）との対局を楽しむ参加者

プロ雀士と秋田内陸線で対局 ●「麻雀トレイン洋介号」

▲青空の下、８組がバンド演奏やダンスな
どを披露した魚座造船所ライブ

森の中で風を感じて歌い踊る ●魚座造船所ライブ
　
野
外
ラ
イ
ブ「
魚
座
造
船
所
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」が
、

９
月
３
日
に
旧
浦
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
、
地
元
住
民
や
大
勢
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
３
回
目
と
な
る
ラ
イ
ブ
は
、
国
民
文
化
祭

あ
き
た
２
０
１
４
で
魚
座
造
船
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
指
揮
し
た
日
比
野
克
彦
さ
ん
が
提
唱

す
る
「
人
が
集
い
、
楽
し
め
る
場
所
を
」
と

の
思
い
を
踏
ま
え
、
地
元
住
民
で
つ
く
る
魚

座
造
船
所
実
行
委
員
会
（
神
成
幸
志
実
行
委

員
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
８
組
が
出
演
し
、
青
空
の
下
で

バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
多
様
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。　

　
来
場
者
は
、
大
自
然
の
森
の
中
で
風
を
感

じ
な
が
ら
、
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
心
と
体

を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　
空
の
日
と
空
の
旬
間
を
記
念
す
る
「
大
館

能
代
空
港
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」
が
、

９
月
10
日
に
大
館
能
代
空
港
で
開
催
さ
れ
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
野
外
広
場
で
は
、
超
軽
量
動
力
飛
行
機
の

展
示
や
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
道
の
駅
大
館
能

代
空
港「
大
空
市
」と
屋
台
村
の
出
店
が
並
び
、

旬
の
野
菜
や
漬
物
、
馬
肉
の
煮
込
み
な
ど
を

大
勢
の
来
場
者
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
滑
走
路
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
「
空
港

探
検
隊
」
や
飛
行
機
の
牽
引
車
な
ど
の
「
空

港
で
働
く
ク
ル
マ
の
展
示
」、
子
ど
も
た
ち

が
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務
員
の
制
服
を
試

着
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
空
港
に
関
連
し
た

催
し
に
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
空
港
内

を
巡
り
空
の
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。▲空と航空関連の展示やイベントに親しん

だスカイフェスタ

家族連れで空のイベントを楽しむ ●大館能代空港スカイフェスタ2017
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さ
ん
（
元
町
）
が
「
全
国
の
選
手
と
の
出

会
い
を
喜
び
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
思

い
出
の
秋
田
大
会
と
な
る
よ
う
精
一
杯
競

技
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
団
体
戦
の
競
技
が
始
ま
り
、

各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
は
「
リ
ー
チ
」「
ロ
ン
」

な
ど
と
威
勢
の
い
い
声
が
あ
が
り
、
白
熱

し
た
対
局
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
対
局
の

合
間
に
は
、
お
互
い
の
ふ
る
さ
と
の
話
題

な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
比

立
内
駒
踊
り
や
綴
子
大
太
鼓
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
プ
ロ
雀
士
と
の
対
局
や
内
陸
線

車
内
の
対
局
、
健
康
体
操
、
き
り
た
ん
ぽ

の
振
る
舞
い
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
、
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
か
ら
は
６
チ
ー
ム
、
24
人
が
出

場
し
、
そ
の
う
ち
北
秋
田
市
か
ら
は
11
人

が
出
場
し
ま
し
た
。
１
日
目
の
団
体
戦
で

は
Ｆ
チ
ー
ム
の
11
位
が
最
高
で
入
賞
（
８

位
以
内
）
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

２
日
目
の
個
人
戦
で
は
、
小
林
一
徳
さ
ん

（
米
内
沢
新
町
）
が
県
勢
最
高
得
点
で
７

位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】《
団
体
戦
》▽
優
勝　
神
奈

川
県
▽
準
優
勝　
石
川
県
▽
第
３
位　
札

幌
市
《
個
人
戦
》▽〈
マ
タ
ギ
ブ
ロ
ッ
ク
〉

優
勝　
鈴
木
力
（
札
幌
市
）▽〈
森
吉
山
ブ

ロ
ッ
ク
〉
優
勝　
若
原
順
子
（
北
九
州
市
）

▽〈
あ
じ
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク
〉
優
勝　
兵
頭

英
昭
（
愛
媛
県
）▽〈
大
太
鼓
ブ
ロ
ッ
ク
〉

優
勝　
篠
山
良
治
（
滋
賀
県
）

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１
７
の
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大
会
が
、９
月
10
日
・

11
日
に
鷹
巣
体
育
館
で
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
68
チ
ー
ム
、
２
７
１
人
の
選
手
が
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
は
、

60
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
の
人
た
ち
が
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
祭
典
で
す
。

今
年
の
第
30
回
大
会
が
秋
田
県
で
開
か
れ
、

県
内
の
17
市
町
村
で
26
種
目
の
交
流
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
」
は
「
お
金
を
賭
け
な
い
、
お
酒

を
飲
ま
な
い
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
「
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
」
に
役
立
つ
頭
脳

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
10
日
の
開
始
式
で
は
、
大
会
会
長
の
津

谷
市
長
が
「
選
手
の
皆
さ
ん
を
見
て
い
る

と
、
と
て
も
元
気
で
若
々
し
く
、
生
き
生

き
と
し
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
確
信
し

て
い
る
。
体
調
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
、

勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
と

観
客
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
手
を
代
表
し
て
、
佐
藤
充
義

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

　
全
国
の
選
手
を
お
も
て
な
し

頭
脳
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

健闘した秋田県選手団健闘した秋田県選手団

健康マージャン交流大会健康マージャン交流大会
ねんりんピック秋田2017ねんりんピック秋田2017

全国の代表選手が集い腕前競う全国の代表選手が集い腕前競う
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第
15
回
北
秋
田
市
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ

り
が
、
９
月
10
日
に
大
太
鼓
の
館
野
外
ス

テ
ー
ジ
で
開
か
れ
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
迫

力
あ
る
太
鼓
演
奏
や
優
雅
な
踊
り
を
見
よ

う
と
、
市
内
外
か
ら
大
勢
の
観
客
が
詰
め

か
け
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
綴
子
下
町
大
太
鼓
保
存
会

が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
市
内
の
各
団

体
が
迫
力
あ
る
バ
チ
さ
ば
き
と
軽
快
な
リ

ズ
ム
で
観
客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
も
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演
の
小
馬
崎
達
也
＆

パ
ン
ゲ
ア
が
、
ギ
タ
ー
や
篠
笛
な
ど
の
幻

想
的
な
音
の
響
き
で
会
場
を
包
み
込
ん
だ

ほ
か
、
仙
臺
す
ず
め
踊
り
「
伊
達
の
舞
２

０
１
７
」
が
、
一
糸
乱
れ
ぬ
優
雅
で
可
憐

な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
太
鼓

祭
日
本
一
の
創
作
和
太
鼓
集
団「
打
鼓
音
」

が
、
圧
巻
の
バ
チ
さ
ば
き
と
迫
力
あ
る
太

鼓
の
リ
ズ
ム
を
披
露
し
、
会
場
に
は
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
綴
子
上
町
・
下
町

大
太
鼓
保
存
会
が
合
同
演
奏
を
披
露
。
４

張
り
の
大
太
鼓
が
雷
鳴
の
よ
う
な
轟
き
音

で
観
客
を
魅
了
し
た
ほ
か
、
出
演
し
た
各

団
体
の
演
者
た
ち
が
、
一
斉
に
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
盛
大
に
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。 圧

巻
の
バ
チ
さ
ば
き
と

　
リ
ズ
ム
で
観
客
を
魅
了

４
張
の
大
太
鼓
と
競
演

だ 

こ 

お
ん

せ
ん
だ
い

合川太鼓保存会合川太鼓保存会綴子婦人会綴子婦人会打鼓音打鼓音

太鼓まつり太鼓まつり
北秋田市たかのす北秋田市たかのす

第15回第15回しゃろーむ太鼓しゃろーむ太鼓 たかのすふるさと太鼓たかのすふるさと太鼓
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　北秋田市に伝わるマタギ文化について学ぶ「マタ
ギの地恵体験学習会」が８月18日から２泊３日の
日程で開催され、北秋田市から12人、東京都から
４人の合わせて16人が参加しました。
　この事業は、マタギの文化を体験しながら、子ど
もたちの学ぶ意欲や自立心、思いやりの心などを育
むことを目的としています。
　参加者は、地域の方からアドバイスをもらいなが
ら「一から作るきりたんぽ作り」に挑戦したり、阿
仁川の河川敷でのカジカ捕りやアユ釣り、四季美湖

でカヌーを体験し、北秋田市の自然を満喫したほか、
マタギの鈴木英雄さんの話に耳を傾けました。

　北秋田市花いっぱい運動推進協議会主催の「平成
29年度北秋田市花だんコンクール」の現地審査が
９月５日に行われ、４人の審査員が市内の花壇を巡
回し審査しました。
　この花だんコンクールは、花だんを共同で育成し
ているグループや職場、地域および家庭を対象に毎
年開催されています。
　今年度は12団体４個人から応募があり、この日
は、花だんの設計や管理方法などについて、審査員
と応募者が意見を交換しながら審査を行いました。

　なお、今回の審査に基づき決定した各賞は、10
月20日に行われる表彰式で受賞者へ授与されます。

北秋田の農山村で育む友情北秋田の農山村で育む友情

　▲みそ付けたんぽ作りに挑戦する参加者

市内を花でいっぱいに市内を花でいっぱいに

　▲花だんを審査する審査員

～マタギの地恵体験学習会～

～北秋田市花だんコンクール～

11月3日（金・祝）
開場/9：30 開演/10：00

会場：文化会館会場：北秋田市文化会館 成田為三

　「浜辺の歌」「かなりや」「秋田県民歌」などで
知られる郷土出身の作曲家・成田為三を顕彰す
る音楽祭です。幼児・小中学生、一般団体によ
り成田為三の作品を中心とした合唱が披露され
ます。ぜひご来場ください。

第11回浜辺の歌音楽祭第12回浜辺の歌音楽祭第12回浜辺の歌音楽祭
入場
無料
入場
無料

問 生涯学習課文化係 ☎62－6618

第12回 北秋田市文化祭北秋田市文化祭北秋田市文化祭

問 生涯学習課文化係 ☎62－6618
10/28・29は会場間の無料シャトルバスを運行します。

演示部門 ■会場：文化会館
■時間：９時～（開場）
　　      ９時30分～（開演）

展示部門 ■会場：鷹巣体育館
■時間：９時～17時
　　　 （30日は15時まで）

10/28（土）～29（日）10/28（土）～29（日）

10/28（土）～30（月）10/28（土）～30（月）



　
大
き
さ
は
左
の
も
の
で
5
・
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
い
ず
れ
も
下
側
の

部
分
が
丸
み
を
帯
び
た
球
形
で
、
土
器

と
同
じ
縄
目
の
文
様
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
す
れ
て
文
様
が
消
え
て
い
る

部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
何
か
に
押
し
付

け
た
り
、
こ
す
り
つ
け
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
写
真
２
の
よ
う
に
、
ハ

ン
コ
の
印
面
状
に
線
対
称
あ
る
い
は
点

対
称
の
文
様
が
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
「
ク
ッ
キ
ー

状
炭
化
物
」
と
呼
ば
れ
る
焼
け
て
炭
に

な
っ
た
食

料
が
見
つ

か
っ
て
い

ま
す
が
、

そ
の
表
面

に
押
し
型

で
付
け
た

よ
う
な
模

様
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ス
タ

ン
プ
形
土
製
品
で
付
け
ら
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
が

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
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学びの広場

　
阿
仁
地
区
を
中
心
に
活
動
す
る
方
た
ち

が
出
演
・
出
展
す
る
「
阿
仁
文
化
交
流
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

演
示
日
時　
11
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
15
時

展
示
期
間　
11
月
４
日（
土
）、５
日（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時

会
場　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

■
自
分
史
を
つ
く
ろ
う

　
　
〜
自
分
の
歴
史
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う

日
時　

11
月
6
日（
月
）、14
日（
火
）、22
日

（
水
）、28
日（
火
）そ
れ
ぞ
れ
10
時
〜
12
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講
師　
村
上　
文
子
さ
ん

定
員　
10
人
程
度　
参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
10
月
30
日（
月
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
を
広
く
応

援
す
る
た
め
、自
主
サ
ー
ク
ル
等
の
団
体

を
紹
介
し
た
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

各
公
民
館
へ
設
置
し
ま
す
の
で
、ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
北
秋
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三

を
偲
び
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
命

日
の
10
月
29
日
に
墓
前
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
や

地
元
の
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
も
り
よ
し

の
皆
さ
ん
が
演
奏
し
、
最
後
に
は
参
集
者

全
員
で「
浜
辺
の
歌
」を
合
唱
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
29
日（
日
）　
15
時
30
分
〜

場
所　
龍
淵
寺
（
成
田
為
三
の
墓
前
）

　
も
り
よ
し
文
化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
演
者
お
よ
び
展
示
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
頃
の

成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

演
示
日
時　
11
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
15
時

展
示
期
間

　
　
11
月
19
日（
日
）〜
11
月
30
日（
木
）　

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
個
人
お
よ
び
団
体

申
込
締
切　
10
月
10
日（
火
）

　
成
田
為
三
追
悼
墓
前
演
奏
会

　
 

文
化
係  

☎
62‐

６
６
１
８

申
問

　
コ
ム
コ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

 

生
涯
学
習
係  

☎
62‐

１
１
３
０

申
問

　
も
り
よ
し
文
化
交
流
会
〜
作
品
募
集

　

 

森
吉
公
民
館  

☎
72‐

３
２
５
９

申
問

　
阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

　

 

阿
仁
公
民
館  

☎
82‐

２
２
２
０

申
問

　
合
川
公
民
館
短
期
講
座　
受
講
生
募
集

　
 

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

21

　
縄
文
時
代
の
道
具
に
は
、
土
器
や
矢

じ
り
な
ど
の
よ
う
に
用
途
が
明
ら
か
な

も
の
と
、
使
い
方
は
分
か
ら
な
い
も
の

の
、
そ
の
形
や
特
徴
な
ど
か
ら
祈
り
や

儀
式
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
不
明
な
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
形

土
製
品
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
写
真
１
の
よ
う
に
つ
ま
み
の
部
分
と

下
端
に
ハ
ン
コ
の
印
面
の
様
な
部
分
を

持
つ
の
が
特
徴
で
、
つ
ま
み
の
部
分
に

紐
を
通
し
た
よ
う
な
孔
が
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
形
態
に
よ
り

分
銅
形
土
製
品
と
呼
ば
れ
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

が
た
ど
せ
い
ひ
ん

　「
縄
文
時
代
編
」 

○
ス
タ
ン
プ
形
土
製
品
（
漆
下
遺
跡
）

う
る
し
し
た

お
も
り

写真１写真１

写真２写真２

スタンプ形土製品スタンプ形土製品
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■鷹巣図書館　☎62‐3311
　４日、９日、11日、
　15日、18日、25日
【開館時間】 ９時～19時
　※土日、振替休日は 17時まで
■森吉図書館　☎72‐3192
　４日、９日、11～15日、18日、
25日 （※11～15日は蔵書点検）

【開館時間】 ９時～17時

2017
2017

秋田内陸線ウオーク秋田内陸線ウオーク
阿仁マタギ駅～比立内駅 約８㎞

参加費　300 円

　 秋田内陸縦貫鉄道本社 ☎82‐3231問

受付場所・時間　阿仁マタギ駅９時～12時

第７回第７回

日時 10月 15日（日）

― 11月まで８回開催！ ―
　すべて参加すると内陸線全駅を訪問すること
ができます。

延期になっていた第５回
を下記のとおり行います。
第５回第５回
八津駅～松葉駅 約９㎞
９時八津駅にて受付開始

※お知らせ※

10月９日（月・祝）

■市民ふれあいプラザ ☎62‐1130
▼10/10（火）～10/31（火）比内支
援学校たかのす校創立40周年「が
んばれみんなの絆プロジェクト展」
■文化会館　☎62‐3311
▼10/６（金）鷹巣中学校合唱祭＝
９:00～
▼10/７（土）第23回秋田県救急隊
員セミナー＝13:00～
▼10/21（土）第25回軽音楽バンド
「ストーンレークス発表会」＝18：30～
▼10/28（土）～29（日）北秋田市文
化祭＝９:30～
■スポーツ　☎62‐3800
▼10/１（日）秋田25市町村対抗駅
伝ふるさとあきたラン！男鹿大会
＝男鹿市総合運動公園周辺
▼10/１（日）スポレク・ユニカール
大会＝鷹巣体育館
▼10/１（日）ＢＭＢカップバスケッ
トボール大会＝合川体育館
▼10/１（日）秋田南北交流少年サッ
カー大会＝鷹巣陸上競技場

▼10/１（日）第13回市長杯ソフト
テニス大会＝中央公園テニス場
▼10/１（日）スポレク・パークゴル
フ大会＝北欧の杜パークゴルフ場
▼10/１（日）スポレク・テニス大会
＝空港ふれあい緑地テニスコート
▼10/７（土）スポレク・８人制バ
レーボール交流大会＝鷹巣体育館
▼10/８（日）スポレク・ラージボー
ル卓球大会＝鷹巣体育館
▼10/８（日）鷹巣地区社会人野球
選手権大会＝合川野球場
▼10/８（日）スポレク・ランニング
フェスティバル（駅伝・マラソン）
＝北欧の杜特設会場
▼10/８（日）スポレク・グラウンドゴ
ルフ大会＝大野台ハイランド広場
▼10/９（月）スポレク・ゴルフ大会
＝秋田北空港クラシックゴルフ場
▼10/10（火）スポレク・ターゲット
バードゴルフ大会＝空港ふれあい緑地
▼10/13（金）～15（日）県北高校新
人バドミントン大会＝鷹巣体育館

▼10/14（土）スポレク・フェンシ
ング大会＝合川体育館
▼10/14（土）わんぱくサッカーフェ
スティバル＝旧鷹巣高校グラウンド
▼10/14（土）スポレク・ゲートボー
ル大会＝合川ひまわりＧＢ場
▼10/28（土）～29（日）招待中学校
女子バスケットボール大会＝合川
体育館

体力・運動能力テスト体力・運動能力テスト

《阿仁会場》 65歳以上対象
　日時　10月６日（金） 18:00～
　会場　大阿仁小体育館
《鷹巣会場》 20歳～64歳対象
　日時　10月11日（水） 17:00～
　会場　鷹巣体育館
《七日市会場》 65歳以上対象
　日時　10月14日（土） 9:00～
　会場　七日市公民館
《合川会場》 20歳～64歳対象
　日時　10月18日（水） 17:00～
　会場　合川体育館
※直接会場へお越しください。
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母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
10
月
２
日
、16
日
、23
日
、30
日

　
　
　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
に
30
分
程
か
か
り
ま
す

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
又
は
通
知
書
と
、
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）

期
日　
10
月
19
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
予
定
日
が
平
成
30
年
２
月
〜
４
月
の

妊
婦
と
夫

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン 

申
込
締
切　
10
月
12
日（
木
）

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？　

　
期
日　
10
月
23
日（
月
）

　
場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
時
間　
９
時
〜
16
時 

　
　
　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

10
月
の
乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
10
月
25
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
29
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
10
月
25
日（
水
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
29
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
10
月
25
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
28
年
12
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
10
月
18
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分　

　
対
象　
平
成
28
年
２・
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
森
吉・合
川・阿
仁
地
区
）

　
場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　
　
　
　
　
バ
ス
タ
オ
ル

　
期
日　
10
月
26
日（
木
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
27
年
２・
３・
４・
５
月
生

ま
れ
の
子

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

期
日　
10
月
27
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　

臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
員
養
成
講
座

期
日　
11
月
７
日（
火
）、21
日（
火
）、

　
　
　
12
月
１
日（
金
）　
全
３
回

申
込
締
切　
10
月
24
日（
火
）

※
詳
細
は
申
込
の
際
に
お
伝
え
し
ま
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
10
月
12
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
10
月
20
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
10
月
23
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田
虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。　

期
日　
10
月
26
日（
木
）

時
間　
13
時
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設　
　

　
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・北
秋
田

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
８
月
９
日
の
健
診

亀
山
あ
き
ひ
と

松

橋

さ

き

武
石
か
ず
さ

高
堰
し
ょ
う
せ
い

金

田

り

お

庄
司
み
ず
さ

金
田
お
う
し
ん

金
田
め
い
こ

松

橋

ま

お

羽
場
た
い
よ
う

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

田

沢

松
ヶ
丘

大

杉

畑
町
東
裏

横

町

上

杉

松
ヶ
丘

松
ヶ
丘

八
幡
森

御
狩
屋

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

問
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追
加
健（
検
）診
を
行
い
ま
す

対
象
者　
今
年
度
、市
の
健（
検
）診
・
国
保

ド
ッ
ク
を
受
け
て
い
な
い
40
〜
74
歳
の
方

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日　
①
10
月
22
日（
日
）

　
　
　

特
定
健
診
／
さ
わ
や
か
健
診
／

　

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立

　
腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
各
検
診

　
　
　
②
10
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

申
込
締
切　
①
10
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
②
10
月
20
日（
金
）

※
受
付
時
間
は
７
時
〜
８
時
30
分

※
特
定
健
診
受
診
者
で
40・50・
60
歳
の
方

に
は
、心
電
図
・
眼
底
検
査
・
貧
血
検
査
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

秋
田
看
護
福
祉
大
学

　
　
　
　
第
13
回
大
学
祭

　

学
生
に
よ
る
研
究
発
表
を
は
じ
め
、お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
企
画
を
多
数
準
備
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　
「
彩
〜
c
o
l
o
r
f
u
l
〜

　
　
　
　
　
魅
せ
る
私
た
ち
の
色
」  

期
日　
10
月
14
日（
土
）・15
日（
日
）

時
間
　
９
時
30
分
〜
16
時

場
所　
秋
田
看
護
福
祉
大
学

秋
田
看
護
福
祉
大
学
事
務
部
学
務
課 

☎
０
１
８
６‐45‐
１
７
２
１

食
育
講
演
会（
参
加
無
料
）

期
日　
10
月
６
日（
金
） 

時
間　
９
時
30
分
〜
12
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　
北
秋
田
市
民

テ
ー
マ
　「
食
で
つ
な
げ
る
都
市
と
地
方

〜
ト
ラ
男
の
仕
掛
け
る
10
の
コ
ト
〜
」

講
師
　
㈱
k
e
d
a
m
a　

　
　
　
代
表
取
締
役　
武
田
昌
大

申
込
　
10
月
４
日（
水
）ま
で 

　
　
　
（
当
日
参
加
も
可
）

※

当
日
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。申
込
み
の

際
に
お
話
く
だ
さ
い
。

医
療
健
康
課 

☎
62‐
６
６
６
６

認
知
症
カ
フ
ェ

　
　
〜
在
宅
介
護
者
交
流
会
〜

日
時・場
所

　
①
10
月
18
日（
水
）【
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド
】 

　
　
10
時
〜
15
時

　
②
10
月
19
日（
木
）【
合
川
庁
舎
】 

　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

　
③
10
月
24
日（
火
）【
阿
仁
庁
舎
】 

　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
④
10
月
26
日（
木
）【
森
吉
庁
舎
】

　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
参
加
費
無
料
。申
込
み
は
開
催
日
の
1
週

間
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐
７
０
６
１

お
知
ら
せ

申
問問

申
問

申
問

　　 地域包括支援センター ☎69‐7061

地域リハビリテーション
　　　　　活動支援事業
地域リハビリテーション
　　　　　活動支援事業

　住民同士の集まりの場等にリハビリテーション
専門職（理学療法士）を派遣して、地域の介護予
防の取り組みを支援します。
　内容　体操指導、助言
　回数　年２回まで　※３か月以上期間を空ける
　時間　１時間 30分程度

申問

インフルエンザ予防接種インフルエンザ予防接種
～接種費用の一部を助成します～～接種費用の一部を助成します～

　 医療健康課健康推進係 ☎62‐6666問

高齢者インフルエンザ予防接種高齢者インフルエンザ予防接種

　 インフルエンザワクチンには

　感染予防のほか、インフルエンザにかかったと
しても重症化をおさえるなどの効果があります。
　なお、ワクチン接種から免疫ができるまで２週
間から１か月ほどかかりますので、流行前の接種
をお勧めします。
《対象》　接種日において北秋田市に住所を有し、

次の①～⑤のいずれかに該当する方
《助成額》　１回につき 1500 円
《助成回数》　１回 ※13 歳未満は２回
※接種費用は医療機関で異なります。助成額を差
し引いた金額を医療機関へお支払いください。

① 満65歳以上の方
② 60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の  
機能等に１級程度の障がいを有する方

実施期間　平成30年２月28日まで
実施場所　県内医療機関（要予約）

③ 生後６か月～ 18歳（高校３年生相当）の方
④ 妊娠されている方
⑤ ①～④以外の北秋田市国民健康保険加入者
実施期間　平成30年３月31日まで
実施場所　市内医療機関（要予約）
＜接種時に必要な物＞ 健康保険証（生活保護受給
者は受給者証）・健康手帳（ある方）
※②の方は対象者証 (事前に送付済み )、③と④の
方は母子健康手帳もお持ちください。

高齢者以外のインフルエンザ予防接種高齢者以外のインフルエンザ予防接種



第
９
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖

　
　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
in
森
吉
山

期
日　
10
月
12
日（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
17
時
５
分　

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

内
容　
基
調
講
演
／
活
動
報
告
／
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

建
設
課
工
務
係 
☎
72‐
５
２
４
４

第
33
回
北
秋
田
い
け
ば
な
展

期
日　
10
月
28
日（
土
）・29
日（
日
）

時
間　
10
時
〜
17
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

北
秋
田
華
道
会
嵯
峨
御
流☎

82‐
２
１
８
８
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　市では雪で困っている高齢者や障がい
者のために、住民税非課税世帯を対象に
「福祉の雪事業」を行います。

利用できる方
親族や近隣者からの援助（経済的援助を含みます）
を得ることができず、自力では雪よせが困難な非
課税世帯で次のいずれかを満たす世帯の方
①65歳以上の一人暮らし及び高齢者のみの世帯
②65歳以上の高齢者と障がい者又は中学生以下
の児童のみの世帯
③中学生以下の児童がいる母子・父子家庭の世帯
作業料金の８割を助成 支給限度額は４万円

▼利用者が作業業者に支払った除雪作業料金の８
割を市から利用者に支払います。

▼年間の支給限度額（４万円）を超えた分は全額自
己負担になります。
※この事業は作業費用の支給を行うものです。

▽高齢福祉課高齢福祉係 ☎62‐6639

▽合川総合窓口センター市民生活係 ☎78‐2112

▽森吉総合窓口センター市民生活係 ☎72‐3115

▽阿仁総合窓口センター市民生活係 ☎82‐2112

申請先・お問い合わせ

福祉の雪事業を利用する手続き
　高齢福祉課高齢福祉係又は各総合窓口センター
市民生活係へ申請書を提出し、登録してください。
　　申込期間　10月31日（火）まで
　なお、窓口へ出向けない場合は、
地区民生委員にご相談ください。

　　　　　　　　　対象となる建物は、居住家屋
のみです。車庫・物置等は対象になりません。

　年々、出入口（間口）雪よせの担い手不足が生
じています。会社、個人、自治会等の新規事業者
登録を募集していますので、登録をお願いします。
※詳細は高齢福祉係までお問い合わせください。

今年も事業者登録の受付を開始します
福祉の雪事業指定事業者登録のお願い福祉の雪事業指定事業者登録のお願い

ご注意くださいご注意ください

北秋田市福祉の雪事業
どうしても雪よせが困難な方を支援しますどうしても雪よせが困難な方を支援します

第１部　講演会 
　　　　講師：鳥居一頼（地域福祉アドバイザー）
第２部　シンポジウム

10月21日（土）　14:00～16:00
阿仁農村環境改善センター（大阿仁公民館）

　 大阿仁公民館　☎090‐2738‐9405（大穂）問

申込み
不要！

申込み
不要！

「これからの地域づくりを考える」「これからの地域づくりを考える」

第４回　大阿仁未来フォーラム

場所場所
日時日時

『地域を守り育てる人の輪』『地域を守り育てる人の輪』

参加費
無 料

参加費
無 料　　 生活課地域推進係 ☎62‐6628申問

北秋田市男女共同参画社会づくり基礎講座

日時　11月９日（木） 13：00～16：00
場所　合川公民館　　申込締切   10月25日（水）
①講演　「地域福祉の限界と可能性
　　　　～ともに生きともに働くということ～」
　講師　藤里町社会福祉協議会 会長 菊地まゆみ氏
②みんなで話合い

※比立内駅徒歩２分

問 問■
10
月
３
日（
火
） 

秋
田
県
民
生
協
会

　
９
時
45
分
〜
11
時
30
分

　
13
時
〜
15
時
45
分

■
10
月
12
日（
木
）　

北
秋
田
市
商
工
会 

13
時
15
分
〜
14
時

鷹
巣
技
術
専
門
校 

14
時
30
分
〜
16
時

■
10
月
17
日（
火
） 

㈱
し
ら
か
み
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　
10
時
〜
11
時
45
分

も
り
よ
し
荘 

13
時
15
分
〜
14
時
15
分

北
秋
田
市
民
病
院 

15
時
〜
16
時
15
分

■
10
月
27
日（
金
） 

㈱
佐
藤
庫
組

　
９
時
30
分
〜
12
時

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

献
血
日
程

献
血
日
程
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注射料 3,250円狂犬病予防接種登録料 3,000円犬の登録

犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）犬の登録と狂犬病予防注射巡回日程（秋）
　犬の飼い主には、飼い犬の登録と生後91日を過ぎた飼い犬に狂犬病予防注
射を毎年１回接種させることが、狂犬病予防法により義務づけられています。

　 生活課環境係 ☎62‐1110問

（洗濯済のものに限る。）
　・衣料品全般
　・下着、靴下
　・シーツ
　・マフラー
　・タオル・ハンカチ
　・毛布　など

・ペットに使用したもの
・濡れているもの
・かばん・靴
・電気毛布
・反物や布生地
・布の切れ端やニットくず
・「わた」や「羽毛」が入ったもの
・枕
・ビニール・ゴム製のもの
・じゅうたん、カーペット

「古着・古布」の無料回収を行います「古着・古布」の無料回収を行います
◇回  収  日　11月５日（日）
◇回収時間　７時～10時
◇回収場所　市民ふれあいプラザ
　　　　　　「コムコム」多目的広場

■「古着・古布」の出し方は？
透明な袋に入れて、口を結んで出し
てください。

⇒

回収できるもの 回収できないもの

小林博氏宅前
大野広志氏宅前
吉田一康氏宅付近
湯口内集会所前
新町三叉路
開発センター前
松橋康浩氏宅前
荒瀬郵便局前
石川武宏氏宅前
根子児童館前
大阿仁環境改善センター駐車場
比立内郵便局前
斉藤清子氏宅前
鈴木幹一氏宅前

９：00～９：05
９：10～９：15
９：20～９：25
９：30～９：35
９：40～９：45
９：50～９：55
10：00～10：05
10：10～10：15
10：25～10：30
10：40～10：45
10：55～11：00
11：05～11：10
11：20～11：25
11：30～11：35

接種場所 接種時間地区実施日
小　様
小　渕
吉　田
湯口内
新　町
下新町
畑　町
荒　瀬
笑　内
根　子
幸屋渡
比立内
小倉岱
中　村

10
月
14
日（
土
）

阿仁地区　　阿仁総合窓口センター ☎82-2111問

市役所森吉庁舎裏駐車場
旧本城農協跡前
アグリハウス前
浦田交流センター前
桂瀬児童館前
四季美館駐車場
五味堀地域コミュニティセンター前
根森田いきいきセンター前
クウィンス森吉駐車場

９：00～９：20
９：30～９：40
９：50～10：05
10：15～10：25
10：30～10：40
10：50～11：05
11：10～11：20
11：25～11：30
11：35～11：50

接種場所 接種時間地区実施日
米内沢
本　城
米内沢
浦　田
桂　瀬
阿仁前田
五味堀
根森田
小　又

10
月
21
日（
土
）

森吉地区　　森吉総合窓口センター ☎72-3115問

旧北星ボウル駐車場
旧鷹巣高校駐車場
沢口林業センター
七日市基幹集落センター
サテライトステーションさかえ
綴子基幹集落センター前
坊沢公民館前
今泉交流センター前

８：30～９：00
９：10～９：20
９：30～９：40
９：50～10：00
10：15～10：25
10：35～10：45
10：55～11：05
11：15～11：25

接種場所 接種時間地区実施日
鷹　巣
南鷹巣
沢　口
七日市
栄
綴　子
坊　沢
七　座

10
月
22
日（
日
）

鷹巣地区　　生活課環境係 ☎62-1110問

合川地区　　合川総合窓口センター ☎78-2100

上杉あいターミナル前
下杉集会施設前
佐藤昌明様宅前
佐藤浜子様宅前
松ヶ丘グランド
金沢公民館前
旧農協合川北支店前
増沢集会施設前
羽根山活性化施設前
三里担い手センター前
摩当活性化施設前
旧西村商店前
東根田多目的集会施設前
李岱福祉研修施設前
市役所合川庁舎前

８：50～８：55
９：00～９：05
９：10～９：15
９：20～９：25
９：30～９：40
９：50～９：55
10：05～10：10
10：15～10：20
10：25～10：30
10：35～10：40
10：45～10：50
10：55～11：00
11：05～11：10
11：15～11：25
11：30～11：50

接種場所 接種時間地区実施日
上　杉
下　杉

川　井
松ケ丘
金　沢
木戸石
増　沢
羽根山
三　里
摩　当
鎌　沢
東根田
李　岱
合　川

10
月
15
日（
日
）

問



　 生活課環境係 ☎62-1110／各総合窓口センター
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市
税
の
夜
間
相
談
窓
口

　
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
の
納
付
が
困
難

で
、日
中
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め

に
夜
間
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
17
日（
火
）・20
日（
金
）・

25
日（
水
）　
各
日
20
時
ま
で

場
所
　
北
秋
田
市
役
所
分
庁
舎（
税
務
課
）

税
務
課
収
納
係
☎
62‐
１
１
１
５

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

　
　
　
　
　
　
関
す
る
説
明
会

　
大
館
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対

象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
説

明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
26
日（
木
） 

13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

大
館
税
務
署
☎
０
１
８
６‐

42‐

０
６
７
１

問問

10月15日（日）
※早朝１時間程度

　実施日や時間は、地区によって異なる場合があり
ますので、自治（町内）会長にご確認ください。
　実施日や時間は、地区によって異なる場合があり
ますので、自治（町内）会長にご確認ください。
問

秋のクリーンアップ秋のクリーンアップ
市民全員参加の環境美化運動にご協力ください市民全員参加の環境美化運動にご協力ください

全市一
斉

「北秋田市の特産品」「北秋田市の特産品」

【品目】　食品、工芸品等
【申請締切】　10月31日（火）まで
北秋田市推奨認定特産品とは…
　市内の事業者が生産する物産を推奨認定するこ
とで、特産品としての価値を高め、知名度アップ
と販路拡大につなげることをねらいとしています。
　 商工観光課商工労働係 ☎72‐3112問

を募集しています！を募集しています！

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.03
0.05
0.04
0.04
0.03
0.03
0.05

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（９月７日測定）空間線量調査（９月７日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110 あきた結婚支援センター

   出張センターを開設します！
あきた結婚支援センター

   出張センターを開設します！

対応内容
①会員登録（入会） 
②お相手検索 
③結婚に関する相談

開設日
10月21日（土）
11月18日（土）
11月26日（日）
12月９日（土）
１月６日（土）
１月27日（土）
２月３日（土）

開設場所

北秋田市役所
１階相談室

開設時間

11時～16時

利用方法
完全予約制です。
利用を希望する本人が、開
設日の２日前までに電話で
予約してください。

あきた結婚支援センター中央センター（秋田市） 
　0800-800-0413 (フリーダイヤル)
（月～金）９時～21時　（土・日）　９時～18時

予約・問い合わせ先

46

今
年
の
十
五
夜
は
十
月
四
日
。
ス
ス
キ
や
ケ
イ
ト
ウ
、
枝
豆
や
果
物
、
お
は
ぎ
な
ど
の
お
団
子
を
お
供
え
し
て
、

の
ん
び
り
ま
ん
ま
る
お
月
様
を
眺
め
ま
し
ょ
う
♪
晴
れ
る
と
い
い
で
す
ね
！
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市
有
財
産
の
売
却

　
市
が
所
有
し
て
い
る
財
産
を
一
般
競
争

入
札
で
売
却
し
ま
す
。

【
車
両
】

▽
い
す
ゞ
散
布
車（
平
成
６
年
式
）

▽
ス
ズ
キ
エ
ブ
リ
イ（
平
成
13
年
式
）

▽
ト
ヨ
タ
グ
ラ
ン
ビ
ア（
平
成
16
年
式
）

※

救
急
車

▽
ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ（
平
成
12
年
式
）

※

運
搬
車
両

▽
ト
ヨ
タ
ハ
イ
エ
ー
ス（
平
成
８
年
式
）

▽
ホ
ン
ダ
バ
モ
ス（
平
成
12
年
式
）

▽
マ
ツ
ダ
デ
ミ
オ（
平
成
10
年
式
）

▽
三
菱
フ
ァ
イ
タ
ー（
平
成
９
年
式
）

▽
小
松
グ
レ
ー
ダ
ー（
平
成
５
年
式
）

▽
日
産
ウ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ド（
平
成
13
年
式
）

▽
日
産
エ
ル
グ
ラ
ン
ド（
平
成
14
年
式
）

▽
日
野
散
布
車（
平
成
７
年
式
）　

《
共
通
事
項
》

■
入
札
日 
10
月
30
日（
月
） 

10
時
〜

■
入
札
参
加
受
付
期
間 
※
土
日
祝
除
く

　
10
月
２
日（
月
）〜 
10
月
20
日（
金
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

■
入
札
会
場
　
本
庁
舎 

３
階

　
　
　
　
　
　
大
会
議
室

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
財
政
課
管
財
係　
☎
62‐
６
６
０
３

問
キ
ノ
コ
採
り

　
　
　
遭
難
と
ク
マ
に
注
意

　
秋
の
入
山
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
内
に
お
い
て
も
毎
年
遭
難
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
各
地
で
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
死
傷
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
入
山
す
る
場
合
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
山
の
際
の
心
得
】

▽
携
帯
電
話
の
持
参
を

▽
単
独
行
動
は
危
険

▽
気
象
状
況
の
確
認

▽
余
裕
あ
る
行
動
と
装
備
を

▽
家
族
や
友
人
に
入
山
場
所
・
帰
宅
時
間

な
ど
を
知
ら
せ
る

生
活
課
地
域
推
進
係
☎
62‐
６
６
２
８

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う

　
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
著
し
い
時
期
に
な

り
、
暖
房
が
必
要
と
な
る
家
庭
も
多
く

な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
使
用
前
の
点
検

を
行
い
安
全
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ア
パ
ー
ト
な
ど
共
同
住
宅
の
管
理
者
や

入
居
世
帯
の
皆
さ
ん
は
、
消
火
器
や
火
災

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
、
階
段
や

通
路
に
物
品
が
置
か
れ
避
難
上
支
障
が
な

い
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
確
保
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

北
秋
田
市
消
防
本
部
☎
62‐
１
１
１
９

お
知
ら
せ

問
申

根子番楽根子番楽
特別公演特別公演

10月15日（日）10月15日（日）
根子番楽伝承館根子番楽伝承館

 13時開演 13時開演

問

日時

場所

入場無料！入場無料！ 　 北秋田市観光案内所 ☎62‐1851　 北秋田市観光案内所 ☎62‐1851

申
問

申
問

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　
10
月
16
日
〜
22
日
の
行
政
相
談
週
間
に

合
わ
せ
、相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
①
10
月
７
日（
土
） 

13
時
〜
15
時

　
　
　
②
10
月
27
日（
金
） 

10
時
〜
15
時

場
所
　
①
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
②
市
役
所
阿
仁
庁
舎

担
当
行
政
相
談
委
員

①
河
田
弘
美
さ
ん
、畠
山
尋
子
さ
ん
、小
林

節
子
さ
ん　
②
蒲
芳
さ
ん

《
毎
月
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
》

日
時　
第
１
金
曜
日 

13
時
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

総
務
課
総
務
係 

☎
62‐
１
１
１
１

問

市
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

▽
北
秋
田
市
地
域
資
源
総
合
管
理
施
設

（
北
秋
田
市
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
）

所
在
地
　
北
秋
田
市
米
内
沢
字
楢
岱
57
番
地

要
件
　
原
則
と
し
て
北
秋
田
市
に
主
た
る

　

事
務
所
を
有
し
て
い
る
法
人
、共
同
企

　
業
体
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体

指
定
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
35
年
３
月
31
日（
５
年
）

申
込
締
切
　
11
月
６
日（
月
）17
時
ま
で

【
現
場
説
明
会
】　

日
時　
10
月
25
日（
水
） 

９
時
〜
９
時
30
分

申
込
締
切
　
10
月
18
日（
水
）ま
で

農
林
課
農
業
振
興
係
☎
72‐
３
１
１
４

▽
北
秋
田
市
妖
精
の
森

所
在
地
　
北
秋
田
市
森
吉
字
桐
内
沢
外
30

　
国
有
林
１
０
５
２
林
班
内

要
件
　
主
た
る
事
務
所
を
秋
田
県
内
に
有

　

し
、指
定
管
理
開
始
時
点
に
お
い
て
関

　
連
す
る
許
認
可
の
取
得
が
で
き
る
法
人

　
又
は
団
体
。

指
定
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
33
年
３
月
31
日（
３
年
）

申
込
締
切
　
11
月
６
日（
月
）17
時
ま
で

【
現
場
説
明
会
】　

日
時　
10
月
20
日（
金
） 

13
時
30
分
〜

申
込
締
切
　
10
月
16
日（
月
）ま
で

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

☎
72‐
５
２
４
３

問
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　　の納期限税 10月31日

国民健康保険税 第４期
市 県 民 税 第３期

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

高野尻団地･･･綴子字高野尻90‐2★
木造平屋建 月額20,400円～46,900円
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額13,100円～22,000円
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地･･･川井字鳥屋沢40‐25
木造平屋３戸建１ＤＫ 月額13,000円～29,900円
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000～70,000円
冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94‐1★
木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額17,200円～39,500円
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～34,300円
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147

▽木造平長屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,900円～54,900円★

▽木造平長屋５戸建１ＬＤＫ 月額19,100円～43,900円
比立内団地･･･阿仁比立内字狐台13‐1★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,500円
三両団地･･･阿仁銀山字下新町51‐4

▽木造平屋1戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,400円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,800円（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません
各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　10月２日（月）～６日（金）
　　　　　　第２回　10月12日（木）～18日（水）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日除く

①

②

③
　      
　
④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

 市営住宅入居者募集

県内研修会 記念講演県内研修会 記念講演

　 秋田県文化財保護協会鷹巣支部 ☎62‐0148問

『世界遺産登録の推進・
　　伊勢堂岱遺跡の整備と活用』

テーマ

演　題

日　時

秋田県文化財保護協会秋田県文化財保護協会

　秋田県文化財保護協会の研修の一環として開催
される記念講演を市民の皆さんに公開します。

10月６日（金）　10時30分～

会　場

講　師

『世界の中の縄文』

国学院大学名誉教授　小林達雄 氏

北秋田市民ふれあいプラザ
多目的ホール 入場無料！入場無料！

「地（知）の拠点整備事業」「地（知）の拠点整備事業」秋田大学秋田大学

10 月 17日10 月 17日（火）（火）

市民ふれあいプラザ市民ふれあいプラザ コムコムコムコム

日時

場所

13：30～13：30～

プログラム

第６回阿仁伝承館・秋田大学連携展第６回阿仁伝承館・秋田大学連携展

パネルディスカッション
【パネラー】今井忠男氏・戸嶋喬氏・
　　　　　虻川広見氏（北秋田市副市長）
【コーディネーター】濱田純氏（秋田大学北秋田分校長）

地（知）の拠点推進本部COC事務局 ☎018-889-3173問

申込不要申込不要 入場無料入場無料

ミニフォーラムミニフォーラム in北秋田in 北秋田

　展示期間　10月13日（金）～30年２月12日（金）
　場　所　　阿仁郷土文化保存伝承館

講演１ 阿仁鉱山文化の広がり
　　 　「鉱山技術と経済が残したもの」
　　 　講師：今井忠男氏（秋田大学鉱業博物館長）
講演２ 阿仁地区観光ガイドのこれまでの取り組み
　　　 講師：戸嶋喬氏（郷土歴史研究家）

講演１ 阿仁鉱山文化の広がり
　　 　「鉱山技術と経済が残したもの」
　　 　講師：今井忠男氏（秋田大学鉱業博物館長）
講演２ 阿仁地区観光ガイドのこれまでの取り組み
　　　 講師：戸嶋喬氏（郷土歴史研究家）

お雇い外国人メッゲルが残した阿仁鉱山の近代化お雇い外国人メッゲルが残した阿仁鉱山の近代化
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問

北秋田市民病院北秋田市民病院
休診日、受付時間等の変更のお知らせ

　～ 10月の休診日～

　 　 　 ▽眼科＝11日（水）
　　　　　　　12日（木）

　 　 　 ▽精神科＝12日（木）

62‐7001
62‐1146
72‐4501
78‐3161
63‐2700
60‐1055
62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐1155
82‐2351
69‐7311
62‐7001
63‐0515
63‐2700
62‐1101
72‐4501
62‐1400
69‐5300
62‐2261
62‐7001
62‐1146
62‐1155
63‐0515
82‐2351
62‐7001
69‐7311
62‐1101
60‐1055
69‐5300
62‐1400

北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
たむら内科クリニック
う え だ ク リ ニ ッ ク
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
阿 仁 診 療 所
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
津 谷 内 科
北 秋 田 市 民 病 院
奈 良 医 院
近 藤 医 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
児玉内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
まるや耳鼻科クリニック

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

　対象となるのは応急の診察を要する方です。

森吉四季美湖1015
（日） 紅葉紅葉

森吉山ダム広報館森吉山ダム広報館場所場所

☆紅葉ウォーキング※
☆カヌー体験※
☆森吉山ダム堤体のぼり
☆森吉山ダム探検隊
※参加費500円（保険料含む）

秋の味覚大集合！
うまいもの物販コーナー

　 森吉山ダム広報館
　 ☎84‐8590
問

まつりまつり

ごっつおまつりごっつおまつり

10月28日（土）日時日時

☆ ☆

9:30 ～ 15:00

場所場所 阿仁庁舎前

☆ ☆ ☆ ☆

内陸線沿線の秋の味覚（ごっつお）を食べ尽くそう！

　　  秋田内陸線ごっつおまつり実行委員会　☎82‐2114問

秋田内陸線秋田内陸線



　 生涯学習課文化係 ☎62‐6618
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総人口　33,005人（37人減）【158人】
男　　15,446人（10人減）【 10人】
女　　17,559人（27人減）【148人】
　　　　出生 11人　　転入 37人
　　　　死亡 50人　　転出 36人
世帯数 14,169世帯（6世帯減）【152世帯】

人口と世帯数
※８月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

連休に伴い下記の期日は
臨時開館いたしますので、
ぜひご来館ください。

　期日 10月９日（月・祝）
　時間　10時～17時
問

浜辺の歌音楽館浜辺の歌音楽館

臨時開館臨時開館



28広報きたあきた　2017.　10.　1

編
集・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　

〒
０
１
８̶

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号

☎
０
１
８
６̶

62̶

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６̶

63̶

２
５
８
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.kitaakita.akita.jp

平
成
29
年
10
月
1
日
発
行

☎84－8622
北秋田地域シルバー人材センター
〒018ー3452 北秋田市七日市字石倉岱４番２

シルバー会員の豊かな知識と経験を、お役立てください

網戸張替え

室内外の清掃草取り

害虫駆除

庭木の手入れ

冬囲いの準備

あて名書き

整理・かたづけ

除雪・排雪

花壇づくり

家具等の移動

障子・襖の張替え

その他、あなたの回りのあらゆるシーンでお役にたちます。まずは、お電話でご相談ください。

第11回北秋田市産業祭実行委員会事務局　商工観光課商工労働係　☎72‐3112問

体育館
●農産物品評会
●農業相談コーナー
●工作コーナー
●園児絵画展
●各事業所展　など

サブ体育館
●農産物販売
●特産品販売
●びっくり商業祭

駐車場
●自衛隊、警察、消防車両展示
●北秋田グルメコーナー
●熊・害獣対策コーナー
●秋田犬ふれあいコーナー
●重機・農業機械展示
●ＪＡ女性部食堂　など

第 11 回第 11 回
北秋田市北秋田市産業祭産業祭
未来のために 引き継ぐ産業 生まれる感動未来のために 引き継ぐ産業 生まれる感動

日時 10月10月2121 2222日日 日日(日)(日)(土)(土)・・

場所

10時～16時10時～16時 ９時～15時９時～15時

鷹巣体育館鷹巣体育館
桂三河桂三河桂三河桂三河

小・中学生向け企業博覧会小・中学生向け企業博覧会

わくわく縁日スタンプラリーわくわく縁日スタンプラリー

健康づくり・福祉コーナー健康づくり・福祉コーナー

2017
プロコンテスト
2017
プロコンテスト

木製巨大カブトムシ・クワガタ展示木製巨大カブトムシ・クワガタ展示

ＢＭセレクションＢＭセレクション

枝豆のさや出し選手権枝豆のさや出し選手権

とろろ飯
二人羽織り早食い大会
とろろ飯
二人羽織り早食い大会

弘前大学アカペラサークル弘前大学アカペラサークル

桂三河 特別寄席桂三河 特別寄席
三代目秋田県住みます芸人三代目秋田県住みます芸人

農産物表彰農産物表彰

坊沢の豆腐早食い競争坊沢の豆腐早食い競争

小・中学生向け企業博覧会小・中学生向け企業博覧会

わくわく縁日スタンプラリーわくわく縁日スタンプラリー

健康づくり・福祉コーナー健康づくり・福祉コーナー

2017
プロコンテスト
2017
プロコンテスト

木製巨大カブトムシ・クワガタ展示木製巨大カブトムシ・クワガタ展示

ＢＭセレクションＢＭセレクション

枝豆のさや出し選手権枝豆のさや出し選手権

とろろ飯
二人羽織り早食い大会
とろろ飯
二人羽織り早食い大会

弘前大学アカペラサークル弘前大学アカペラサークル

桂三河 特別寄席桂三河 特別寄席
三代目秋田県住みます芸人三代目秋田県住みます芸人

農産物表彰農産物表彰

坊沢の豆腐早食い競争坊沢の豆腐早食い競争

内陸線を利用して来場される方に乗車
無料の整理券を配布します。市役所本
庁及び各総合窓口センター、内陸線有
人駅で事前にお受け取りください。


